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昭和52年度事業報告(皇翻:縄目;，

ｊ

日
日

第１庶務

ｌ）昭和52年度人間ドック指定病院１１病院

2）昭和52年度自動化健診指定４施設

３）昭和52年11月23日第28回比国病院協会年次大会

左奈田会長・内藤・河野両副会長・落合委員長が出席

同月25日Ａ､ＨＦの会議を行い来年度の行事等を打ち合せ、国際親善と交流に成果を挙げた

第２陳』情

肌川病院建物建物付属設備の耐用年数短縮等に関す|請願＝

１



△
雪

第３ 義

1．総会

昭和52年度定期総会

５．２１（士）（１）

全国町村会館（２）
昭和51年度歳入歳出決算の承認を求める件

会員増強に関する件

昭和52年度第１回臨時総会

３．２５（土）
日本出版クラブ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

昭和53年度事業計画(案）に関する件

定款の一部改正(案）に関する件

昭和53年度歳入歳出予算（案)に関する件

室料差額問題の取扱いに関する件

病院会館建設経過報告に関する件

2．代議員会

昭和52年度定期代議員会

５．２１（士）（１）

全国町村会館（２）
昭和52年度第１回臨時代議員会

６２５（士）（１）

全国町村会館（２）
昭和52年度第２回臨時代議員会

３２５（士）（１）

日本出版クラブ
（２）

（３）

（４）

（５）

3．全理事会

第１回全理事会

５．２１（土）（１）
全国町村会館

（２）

第２回全理事会

６．２５（士）（１）
全国町村会館

（２）

昭和51年度歳入歳出決算の承認を求める件

会員増強に関する件

新役員選出結果について

５月２７日に於ける石丸医務局長の記者発表発言に関する件

昭和53年度事業計画(案）に関する件

定款の一部改正(案)に関する件

昭和53年度歳入歳出予算(案)に関する件

室料差額問題の取扱いに関する件

病院会館建設経過報告に関する件

昭和51年度歳入歳出決算の承認を求める件

会員増強に関する件

新役員選出結果について

５月27日における石丸医務局長の記者発表発言に関する件

－２－



第３回全理事会

９．３（士）

東京トラック事業健保会館
(1)事務局長任免に関する件

(2)各種委員会設置の件

(3)全国公私病院連盟退会に関す

(4)病院会館建設計画に関する件

(5)既存建築物避難施設の整備に

(6)短期人間ドック実施時、胆の

禁止の件

(7)会員の入退会承認に関する件

事務局長任免に関する件

各種委員会設置の件

全国公私病院連盟退会に関する件

病院会館建設計画に関する件

既存建築物避難施設の整備に関する特別措置法案に関する件

短期人間ドック実施時、胆のう造影剤としてのビロプチン使用

第４回全理事会

２１８（士）

番町共済会館

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

00

01）

昭和53年度事業計画(案)に関する件

昭和53年度会費取扱いの一部変更に関する件

昭和53年度収支予算(案)に関する件

組織拡大に関する件

会員の入退会の承認に関する件

自動化健診施設の承認に関する件

各種委員会の設置に関する件

各種委員会の委員変更および追加委嘱に関する件

アジア病院連盟スタディツァーに関する件

日本病院会公認会計士委嘱に関する件

勉強会名称変更に関する件

第１回臨時全理事会

３．２５（±）
日本出版クラブ

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

昭和53年度事業計画(案）に関する件

定款の一部改正（案)に関する件

昭和53年度歳入歳出予算(案）に関する件

室料差額問題の取扱いに関する件

会員の入会承認に関する件

人間ドック実施病院の承認に関する件

自動化健診施設の承認に関する件

4．常任理事会

第１回常任理事会

４２（士）

番町共済会館

(1)第20回国際病院学会募金活動に関する件

－３－



昭和52年度全理事会・代議員会．総会(決算総会)開催に関する

件

昭和52年度全国勉強会（４月～６月)担当役員に関する件

昭和52年度各種委員会委員に関する件

第６回診療録管理士認定証授与式に関する件

メディカルクラーク集中スクーリングについて

福祉食品流通研究会へ助成金支出の要請について

全国勉強会参加会費の逓減について

入会会員の承認について

人間ドック実施病院の指定について

病院におけるコンピュータ利用の動向調査のご協力方お願いに

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

⑩

⑪

いて

U2）日本医療労働組合協議会（医労協)より申し出の懇話会について

⑬医療団体連絡会議主催行事の賛同依頼について

⑭病院会館の建設について

(１１各県病院協会長との懇談会開催について

06）中華民国医院行政協会からの会長招聰について

(ｌｎＭＥＤＩＮＦＯ’８０後援について

第２回常任理事会

４．１６（士）

東京トラック事業健保会館

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

昭和51年度事業報告に関する件

昭和51年度歳入歳出決算の承認を求める件

セミナー等の参加費逓減に関する件

入会会員の承認について

次回常任理事会開催について

４月～６月の主要行事について

国際病院学会の募金推進委員の委嘱について

短期人間ドック質問表の監修料について

国際病院学会ウエルカム・パーティ開会式等、関係団体長への

招待について

第３回常任理事会

５．７（士）
番町共済会館

(1)

(2)

(3)

昭和51年度特別会計決算の承認に関する件

病院建築コンサルタント設置に関する件

入会会員の承認について

－４－



(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

５月２１日開催する全理事会・代議員会・総会について

病院長セミナーの日程について

名誉院長の待遇について

春の叙勲受賞者に対する顕彰記念品贈呈について

日本病院会政治連盟の参議員選挙推薦候補者について

第４回常任理事会

６．４（士）

東京トラック事業健保会館

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

昭和52年度代議員に関する件

昭和52年度理事立候補者について

６月２５日の役員選挙に関する件

事務局員給料表設定の件

入会会員の承認について

会員名簿の作成について

第５回常任理事会

７．９（士）

番町共済会館

(1)

(2)

(3)

昭和52年度役員の業務分掌に関する件

各種委員会の統廃合に関する件

昭和52年～55年の各種委員会の正．副委員長および委員に関す

る件

昭和52年度全国勉強会担当役員に関する件

昭和52年度各勉強会の顧問について

７月２２日～23日の病院長セミナーと常任理事会開催日について

ドック実施指定病院の承認について

入会会員の承認について

事務局強化に関する件

定款・その他諸規定等検討委員会設置に関する件

公的病院部会・私的病院部会について

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

uＯ

ＵＤ

第６回常任理事会

７２３（士）

兵庫県・
六甲オリエンタルホテル

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

役員の業務分掌の細部検討に関する件

７月以降各地勉強会の担当役員に関する件

定款・諸規定等検討委員会のメンバー委嘱に関する件

入退会員の承認に関する件

第５回(昭和54年度）日本病院会学会会長について

第２回日本病院会診療録管理学会について

委員会顧問の顧問料について

－５－



(8)事務局員増強について

第７回常任理事会

８．６（士）

東京トラック事業健保会館

役員の業務分掌の細部検討に関する件

事務局長任免に関する件

次回全理事会開催日に関する件

各種委員会の副委員長・委員委嘱に関する件

病院建築コンサルタントに関する件

定款等諸規定の検討委員会のメンバーに関する件

病院給食のために輸入牛肉の特別枠に関する件

全国公私病院連盟への申入書に対する同連盟からの照会に関す

る件

公的関係の理事１名追加に関する件

組織強化についてのアンケートに関する件

人間ドック実施指定病院の承認に関する件

入退会の承認に関する件

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

⑩

UD

q2）

第８回常任理事会

８．２０（士）

東京トラック事業健保会館

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

⑩

UD

q2）

全理事会開催の件

病院給食のための輸入牛肉の特別枠に関する件

第一四半期会計監査結果に関する件

特別会計(基本財産・退職給与積立金)設置に関する件

既存建築物避難施設整備促進懇談会(仮称)設置に関する件

入退会の承認に関する件

定款等諸規定検討委員会の委員追加に関する件

病院管理研究所と本会の業務協調に対する懇談会に関する件

副院長セミナーに関する件

各種委員会勉強会に関する件

予算の運用に関する件

病院会館建設に関する件

第９回常任理事会

９．１７（士）

番町共済会館

(1)

(2)

(3)

(4)

全国公私病院連盟への退会届提出に関する件

診療報酬改定要求案の検討に関する件

診療報酬改定実現のため病院大会開催に関する件

日本病院会公認会計士委嘱に関する件

－６－



(5)病院経営に係る税制改正に関する件

(6)病院給食実態調査に関する件

(7)日経メデカル誌上「日本病院会コラム欄」の記載について

(8)短期人間ドック胆のう造影剤使用に関する臨床予防委員会の意

向について

(9)人間ドック指定病院に関する件

⑩会員の入退会に関する件

⑪各種委員会委員追加・異動に関する件

第10回常任理事会

１０．１（士）

東京トラック事業健保会館

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

診療報酬改定要求案に関する件

病院大会運営に関する件

昭和53年度予算編成に関する件

病院管理視察研究会実施に関する件

防災施設に係る委員会設置の件

病院会館建設に関する件

人間ドック実施指定病院に関する件

自動化健診施設申告認定の件

入会承認に関する件

第１１回常任理事会

１０．１５（士）

東京トラック事業健保会館

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

⑩

組織拡大に関する件

第二四半期会計報告・同会計監査報告の件

常任理事会懇談会開催に関する件

病院大会提案担当者に関する件

日本病院会政治連盟主催懇談会に関する件

病院会館建設に関する件

院内感染について

防災対策委員会(仮称)委員長交代に関する件

人間ドシク実施指定病院の承認に関する件

入退会の承認に関する件

第１２回常任理事会

１１５（士）

家の光ビル会議室

(1)

(2)

(3)

賛助会員の加入推進対策等に関する件

管理者セミナー開催の件

会長・副会長会議の協議に関する件

－７－



日本診療録管理学会評議員推薦の件

会員意識調査実施(労務委員会)の件

人間ドック実施病院の承認に関する件

入退会の承認に関する件

(4)

(5)

(6)

(7)

第13回常任理事会

１１．１７（木）
八勝館(名古屋市）

組織の強化拡大対策に関する件

予算案編成に関する件

入退会の承認に関する件

１
１
１

１
２
３

Ｉ
く
１

第14回常任理事会

１２．３（土）

東京トラック事業健保会館

組織強化拡大に係る親書の案文に関する件

昭和53年度事業計画に関する件

Ａ･Ｈ｡Ｆのスタディツアー実施に関する件

定款等諸規定ならびに給与改定に関する件

日本病院会学会事務局担当者に関する件

投薬日数の疑義について

人間ドック料金改定について

防災対策委員会委員委嘱に関する件

入退会の承認に関する件

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

第15回常任理事会

１２．１７（士）
家の光ビル会議室

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

入退会の承認に関する件

都道府県医師会長･病院団体長懇談会に関する件

賛助会員入会促進に関する件

勤務医対策に関する件

療養担当規則第20条に対する疑義に関する件

第16回常任理事会

１７（土）

家の光ビル会議室

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

都道府県医師会長・県病院協会長合同懇談会開催に関する件

組織拡大具体案に関する件

賛助会員増強に関する件

日本病院会雑誌発行部数に関する件

入退会の承認に関する件

第17回常任理事会

1．２１（士）

椿山

(1)昭和53年度予算編成に関する件

(2)㈱日本病院共済会昭和53年度事業計画と職員配置に関する件
荘

－８－



(3)

(4)

(5)

(6)

今後の役員会の日程に関する件

賛助会員増強に関する件

本日の懇談会・懇親会の運営に関する件

入退会の承認に関する件

第18回常任理事会

２．４（士）
番町共済会館

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

第三四半期会計報告に関する件

第三四半期会計監査に関する件

昭和53年度事業計画(案）に関する件

昭和53年度予算(案）に関する件

全理事会開催に関する件

賛助会員増強拡大に関する件

厚生省および消防庁に対する陳情書に関する件

通信教育委員会、委員委嘱に関する件

入会の承認に関する件

第19回常任理事会

３．４（土）
東京トラソク事業健保会館

(1) 室料差額および付添看護の要望書に関するその後の経過に関す

る件（付：差額ベッド規制に関する都庁の指示について）

定款の一部改正に関する件

全国勉強会に関する件

勉強会の会費に関する件

中小病院管理委員会と管理部会の関係ならびに中小病院の定義

に関する件

賛助会員拡大に関する件

病院における汚染処理システムに関する件

東京病院協会と病院税制の改正請願共同実施に関する件

今後当面の常任理事会の日程に関する件

入会の承認に関する件

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

⑩
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第４定例勉強会

の雫競会同舵J念鮒
516(月)社会福祉墓念会病院
６．２１（火）東京都老人総合研究所

７．１９（火）藤沢市民病院

８．１６（火）食糧会館

参加人員

２９名

３３名

３３名

５８名

１５８名

病院の再建について

総合老人病院の運営と今後の展望について

老化研究の現況について

病歴管理の問題点

医師と看護婦の業務上の接点（看護管理部会と

合同）

医師と栄養士の関係（栄養管理部会と合同）

Ｃｏ－Ｍｅｄｉｃａｌのモラールアッフ｡について

内科外科等大クリニックに専門科名の小分けせ

ずに総合病院として成り立つためには

久我山病院の特長とその悩み

職域病院の現状と問題点

医師の定員と診療について

９．２０（火）

10.18（火）

１２．２０(火）

虎の門病院

北品川総合病院傑３）

九段坂病院

９２名

３６名

１５名

久我山

東京日立

国立大蔵

1．１７（火）

3．２１（火）

３．２２（水）

病院

病院

病院

３６名

２７名

１９名

2．医事研究会

４．２０（水）

６．１５(水）

１２．１４(水）

２．１５（水）

食糧会館

協和銀行市ケ谷支店

番町共済会館

番町共済会館

患者さんから見た窓口の応待

伝票について

医事課にとってコンピューターは本当に必要か

レセプト点検

９５名

105名

１１１名

１７０名

3．庶務人事研究会

５．１２（木）太陽神戸銀

９．２２（木）番町共済会

２．２３（木）番町共済会

行
館
館

｢休暇の制度と運用」その１

｢休暇の制度と運用」そのＨ

｢職員教育の実'情ともち方」

新人オリエンテーションのもち方

現任職員の教育

３８名

５６名

４０名

4．用度研究会

４．２２(金）
東京トラック

事業健保会館
６３名主要医薬品(薬効別)価格実態

〔アンケート〕解説・情報交換

－１０－



８．１９（金）東京トラック
事業健保会館

１．リース・レンタルの利用状態

２医療材料の価格決定とその問題点

抗生物質製剤工場見学と情報交換

ユニホーム類支給について

〔アンケート〕解説・情報交換

１給食材料の流通経路のいろいろ

2．医薬品管理の帳票について

４４名

１０．２０（金）明治製菓足柄工場

１２１６（金）番町共済会館

１９名

４３名

2．１７（金）番町共済会館 ６５名

5．会計経理研究会

６．８（水）日本赤十字社
医療センター

９．１２（月）佼成病院

２８（水）北品川総合病院

会計業務上におけるチェックポイント

経営分析の集計結果発表

病院の近代化、病院見学

５０名

４７名

４５名

6．施設研究会

４２８(木）

６．２２（水）

1１２２（火）

１２．２１（火）

２．２２（水）

名
名
名
名
名

１
７
９
８
３

３
４
２
１
７

集中冷暖房について（エネルギープラント見学）

空調運転上の問題点

病院見学（新館部分見学）

水と空気の管理問題

病院の防火・防災対策

都立府

番町共

癌研付

番町共

番町共

中
済
属
済
済

院
館
院
館
館

病
会
病
会
会

7．労務研究会

１２．１３（火）番町共済会館 (1)低成長時代の賃金とこれからの退職金制度

(2)国家公務員の現行給与体系の分析

１）職種間格差の現況

２）職種別昇給曲線

講師伊東政一

（東洋レーバーコンサルタント）

非常勤医師の給与について

２４名

４７名3．９（木）番町共済会館

8．看護管理部会

８．１６（火）食糧

９．８（木）電設健

１１．１０（木）電設健

１５８名

100名

230名

医師と看護婦の業務上の接点

世界の看護

シンポジウム

館
館
館

〈
云
〈
二

食
保
保
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「卒後ｌ～２年の実務指導をいかにするか」

グループ討議

「病棟における実務指導」（卒後ｌ～２年）

2．２（木）番町共済会館 １０８名

9．薬事管理研究会

７１３（水）番町共済会館 (1)病院の廃棄物処理について

(2)病院薬局の廃棄物について

保険制度上の調剤の問題点

調剤技術の評価

剤形の選択

麻薬管理に必要な知識

残置薬について

３３名

〈
云
〈
三
〈
二
〈
二

館
館
館
館

９．１３（火）

1０．１２（水）

１２．７（水）

２．１５（水）

番町共済

番町共済

番町共済

番町共済

名
名
名
名

７
１
５
５

３
２
２
８

栄養管理部会

４．５（火）番町共済会館

1０．

(1)栄養指導料について

(2)病院における栄養業務のあり方

(1)施設並びに厨房の概況説明

(2)院内見学

(3)自治医大栄養業務について

(4)病院管理について

(5)質疑応答

医師と栄養士の関係

（アメリカの医師と栄養士の関係）

(虎の門病院の栄養部の現状）

病院における栄養士と調理師の役割

(1)病院調理師対象の通信教育に関

(2)病院における栄養士と調理師の

(3)当院の新厨房の紹介（スライド

(1)老化と栄養

(2)栄養科業務について

(3)施設見学

７２名

6．２８（火）自治医科大学附属病院 ５９名

功

9２０（火）虎の門病院 ９２名

1２．５（月）駿河台日大病院
３階講堂

７２名

病院調理師対象の通信教育に関して

病院における栄養士と調理師の役割

当院の新厨房の紹介（スライドと並

老化と栄養

栄養科業務について

施設見学

ドと並行して）

2．７（火）東京都養育院附属病院

－１２－



11．調理管理部会

５１１（水）関東逓信病院 (1)各病院の調理作業上における問題点及び討

論

(2)倉敷中央病院厨房の紹介８ミリカラー映画

(1)アメリカの病院における給食施設の実態

（８ミリカラー映画による紹介）

(2)座談会、質疑応答

病院における栄養士と調理師の役割

(1)病院調理師対象の通信教育に関して

(2)病院における栄養士と調理師の役割

(3)当院の新厨房の紹介（スライドと並行して）

(1)厨房の説明、後、見学

(2)一品展示とその説明

３２名

7．２０（水）北品川総合病院 ４２名

1２．５（月）駿河台日大病院
３階講堂

７２名

3．８（水）東邦大学医学部
附属大森病院

12．診療録管理部会

５．３０（月）駿河台日大病院

７．９(士）都立駒込病院

１０．８(士）国立病院医療センター

１１４(土）慶応義塾大学病院

病歴室見学他

コンピュータと病歴室の見学

病歴室見学他

病歴室見学他

名
名
名
名

３
６
３
６

４
４
３
５

13．中小病院管理部会

７．８（金）川崎信用金庫新城支店 地域医療の場における中小病院の一つのありか

た（京浜メディカルグループの歩みとその問題

点）

(1)ど素人が病院経営から得たもの

講師京浜総合病院会長矢作忠政

(2)私の病院経営の考え方とその問題点

講師京浜総合病院理事長大野松次

(3)病院検査室の合理化

講師京浜予防医学研究所常務取締役

浦部厚美

(4)経営上からみた検査委託について

講師北品川総合病院財団事務長

岩佐隆義
－１３－
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施設見学（京浜総合病院及び京浜予防医学研究所）(5)施設見学（京浜総合病院及び京浜Ｔ炳医字肋

(1)５１年度の救急活動

講師東京消防庁救急管理部長

我妻隆

(2)当院における救急医療

講師北品川総合病院長河野稔

(3)施設見学(第三北品川病院）

(1)予防医学と治療医学の接点

講師野村病院長野村秋守

講師野村病院診療院長林博

講師野村病院院長補佐秋島勲郎

(2)真の意味の医薬分業について

講師野村病院長野村秋守

講師中野総合病院保険課長川上親秀

(3)施設見学(野村病院）

(1)一般病院から腎(透析)専門病院への転換

講師東海病院長江本俊秀

(2)透析業務の実態

講師東海病院透析婦長

講師東海病院透析技師長

講師東海病院病棟婦長

講師東海病院栄養士

講師東海病院医事課長

(3)施設見学(東海病院）

５８名
９．２８（木）第三北品川病院

７７名院病村1２．８（木）野

５９名院病海1．２６（木）東

14．放射線部会

４．１５(金）

６．１７（金）

８．１９（金）

１０．２１（金）

１２．１６（金）

名
名
名
名
名

６
０
８
４
７

２
２
２
５
３

医療監視の現状

技師教育の問題

放射線科職場環境の保全

中小病院における技師のあり方

(1)技師の専門化とローテーションについて

(2)ＬＣＲ見聞記

駿河台日本大学病院

聖路加看護大学

関東労災病院

牧田総合病院

番町共済会館
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15．臨床検査管理部会

６．２９（水）順天堂医院階段教室

１１．２５（金）順天堂医院階段教室

３５名

６２名

合成洗剤に関する諸問題

病院内における臨床検査部門の管理

ハウスキーピング部会

４２０（水）番町共済会館

８．２３（火）慶応義塾大学病院

1０．２７（木）聖路加国際病院

１．２６（木）聖路加国際病院

３．２（木）聖路加国際病院

1６．

名
名
名
名

５
６
４
２

２
２
２
７

リネン管理の自営、外注の問題点とその解決法

清掃について

ユニホームの管理

院内の清掃業務の外注委託費について

９７名院内の消毒作業について
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第５全国勉強会

ロ 病院診療部会

１１．４～５(金～士）
山梨県医師
(98名）

(1)特別講演「外来における医療過誤の問題」

東京オペグループ顧問弁護士大谷季義

(2)シンポジウム「地域医療における病院の機能」

－病院の機能分化と相互の連携一

演者病院の立場から

石和町国保峡東病院長渡辺信夫

行政の立場から

山梨県厚生部長三井三郎

地域住民の立場から

山梨県会議員竹下信夫

救急の立場から

甲府市医師会副会長古明地良孝

看護の立場から

県立中央病院総婦長依田清子

(3)特別講演「地域医療における病院の機能」

慶応義塾大学医学部教授倉田正一

(4)病院見学

Ａ班山梨県立中央病院１４名

Ｂ班石和温泉病院特別養護老人ホーム７名

会館

2．事務管理部会

１１．４～５(金～士） (1)外注はどこまでできるか

－そのメリット・デメリットー

（財）聖路加国際病院常務理事落合勝一郎

(2)新しい医療と病院管理上の問題点

佼成病院長小野田敏郎

(3)シンポジウム「各種医事紛争の事例とその対処方策」

司会小野田敏郎

肋言落合勝一郎

助言石原信吾

助言東義晴

群馬県水上温泉ホテル聚楽
(35名）

－１６－



(4)事務長に必要な経営データのつくり方

一よみ方、活用の仕方一

武蔵野赤十字病院事務部長

(5)病院経営の転換と今後の選択

厚生省病院管理研究所経営管理部長

(6)シンポジウム

「苦`盾処理の仕組みと方策(組合問題を含めて)」

司会

助言

助言

助言

(1)近代病院の脱皮の進め方

一私的・中小病院を中心として－

厚生省病院管理研究所経営管理部長

(2)事務幹部職員の資質と士気をどう高めるか

（財)聖路加国際病院常務理事

(3)私の病院の管理上のユニークさと特徴

－その工夫や考え方一（全員参加）

司会佼成病院院長

(4)病院の部門別原価計算の作り方と活用法

武蔵野赤十字病院事務部長

(5)院長の行う院内調整

一医師を中心として－

佼成病院院長

(6)インスペクション(院内巡視)の実際とその効果

司会厚生省病院管理研究所経営管理部長

演者佼成病院院長

〃側)聖路加国際病院常務理事

〃 武蔵野赤十字病院事務部長

(7)看護業務の総合的運営の実例

一三交代制への反省を含めて－

厚生省病院管理研究所経営管理部長

東義晴

石原信吾

落合勝一郎

小野田敏郎

石原信吾

東義晴

2.23～４
京都
(63名）

(木～金）
私学会館

石原信吾

落合勝一郎

小野田敏郎

東義晴

小野田敏郎

石原信吾

小野田敏郎

落合勝一郎

東義晴

石原信吾
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医事研究会

７．２１～2２（木～金）
福島県農業共済会館
（115名）

3．

(1)医事職員に必要な基礎医学知識

駿河台日大病院
①胃癌切除術について 第三外科講師

②職員研修織本病院医事課長

③レセプト点検済生会中央病院医事課長

(2)自費料金に関する諸問題

自費料金の現状と問題点

東京厚生年金病院医事係長

(3)講演「病院管理と事務」聖路加国際病院常務理事

(4)事例研究

(5)グループ討議と発表

(6)全体討議

(1)講演「基礎医学(臨床病理検査について)」

新千里病院長

(2)講演「最近の医事紛争等について」

福岡城南病院長

(3)講演「急速に変貌する米国医療から学ぶ」

聖路加国際病院常務理事

(4)患者の期待するサービス

①あたたかい応対と信頼される病院

社保蒲田総合病院事務長

②親切な院内のサイン 聖路加国際病院
医事課外来主任

(5)医事からみた治療材料の現状と問題点をさぐる

三井記念病院医事係長

(6)事例算定

(7)医事業務に必要な医学慣用略語

京都産業大学教養部教授

事例算定（内・外・産科外）

彦
二
二

克
英
雄

加藤

岩瀬

加藤

松尾茂

落合勝一郎

１０２０～2１（木～金）
鹿児島県文化センター
(56名） 吉岡観八

菱山博文

落合勝一郎

安藤秀雄

斉藤寿明

三上晃

榊田博

９２１～2２（水～木）
群馬県水上温泉ホテル聚楽
(100名）

4．庶務人事研究会

１１．１０～１１（木～金）
日本赤十字社福岡県支部
（25名）

(1)休暇の制度と運用

年次有給休暇・アンケート報告・労基法上の問題点
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聖路加国際病院給与労務主任石山稔

東京衛生病院人事担当西浦捷裕

(2)産休・生理休暇等の実情と問題点

東京警察病院総務課係長松田詔

河北病院人事課係長鈴木摂子

(3)パートタイマー（医師を除く）勤務条件・採用条件

勤務時間、期間､待遇、賃金、交通費、食事、貸与品、年休、

社保、労災、退職金、厚生

武蔵野赤十字病院庶務課長入山和太次

(4)特別講演「テーマに関連した労基法上の問題点」

福岡労働基準局監督課長猪鹿倉憲夫

(5)休暇制度の運用と病院業務虎の門病院庶務課長沖山俊雄

5．用度研究会

(1)用度業務に関するアンケート調査報告（東北６県、上越４県）

北品川総合病院公衆衛生部事務長安永勘一郎

(2)用度業務の現状と問題点

新潟県厚生連中央綜合病院管財課長山田章壱

新潟県立新発田病院会計課長伊藤啓三

(3)リースの実態について

基準寝具・被服のリース

織本病院施設用度部長杉本晃一

医療器械・備品のリース

虎の門病院用度課長本田力

(4)講演「ＭＥＲＧＢＳＨＡＲＥＤＳＥＲＶＩＣＥ」の実態について

聖路加国際病院常務理事落合勝一郎

(5)東京地区における重油、酸素(気酸、液酸)、笑気等の価格分

析と現状虎の門病院用度課長本田力

(6)医療材料の価格決定方法とその問題点

聖路加国際病院用度課長塩山雅英

(7)主要医薬品薬効別価格実態調査

日比谷病院庶務課係長梅津勝男

(8)全体討議．まとめ

９２１～２２(水～木）
新潟市・

新潟県土地改良会館
(１１２名）
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6．施設研究会

１０．２６～2７（水～木）
大阪チサンホテル

（61名）

(1) 消防法及び汚水処理など法改正にともなう財政処置

岸和田市民病院事務局長清瀬喜隆

病院施設及び医療機器の減価償却について

有沢総合病院長有沢源蔵

会員病院の施設管理状況実態調査の発表

施設管理の自営及び外注について

自治医科大学施設課長倉持一雄

特別講演「病院機能と設備」順天堂医院副院長川北祐幸

給食施設管理についてさわ神経科病院長澤潤一

医療の近代化と病院の増改築の問題点

聖路加国際病院事務長上林三郎

特別講演「病院建築設備における問題点」

工学博士山根正二郎

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

7．会計経理研究会

10.13～１４(木～金）
名古屋市・
御園座エメラルドホール

（49名）

(1) 最近の経済１情勢と今後の展望

東海銀行本店調査部長神谷満雄

経営管理の問題点医療法人愛生会理事長石黒道彦

貸借対照表の作り方豊州厚生病院経理課長佐藤武雄

私の病院経営を省りみて岡山病院院長岡山義雄

予算編成時における収入予測のたて方

聖路加国際病院統計課主任中村彰吾

経営分析集計結果の発表河北病院事務長酒泉春雄

病院見学（岡山病院）

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

8．労務研究会

7.7～８（木～金）
三重県・
鳥羽保養所いそぶえ荘

（42名）

(1)看護部門における労務管理上の問題点

山田赤十字病院医事課長

済生会松坂病院看護部長

佼成病院人事課長

済生会向島病院事務次長

西
野
野
垣

中
大
岡
稲

子
恵
博
武

勝
玉
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にい■ﾌﾟ研究瞬議鞭
(3)グループ演習職場ぐるみのやる気をどうおこさせるか

看護管理部会

６２３～２４(木～金）
札幌市・
北海道看護研修会館

(136名）

9．

(1)特別講演「実務指導について」

北海道教育大学教授三沢正博

(2)シンポジウム「卒後１～２年の実務指導をいかにするか」

北海道大学病院教育婦長大田すみ子

国立西札幌病院婦長高橋瑛子

札幌医科大学付属病院干葉美智子

北海道大学付属病院医師ｉ小林紀夫

(3)講演「看護と記録」聖路加国際病院総婦長内田卿子

(4)国際学会ハイライト

①（社）日本病院会主催第20回国際病院学会

②（社）日本看護協会主催第16回ＩＣＮ大会

(1)特別講演「自己充実の世界」

西日本相互銀行秘書室長井原伸充

(2)講演「職場の話し方」言論科学振興協会理事長江木武彦

(3)講演「ナースのモラールをいかにしてあげるか」

北品川総合病院長河野稔

(4)シンポジウム「卒後ｌ～２年の実務指導をいかにするか」

聖マリア病院病棟教育主任婦長石原トシ

福岡赤十字病院婦長稲富美奈子

九州大学医学部病院岩田和子

久留米大学看護専門学校毅務主任入部久子

九州大学医療短期大学部教授高木良三郎

(5)国際病院学会について看護管理部会委員

(6)米国看護教育視察をして看護管理部会委員

10.20～2１（木～金）
福岡市・三鷹ホール
(145名）
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10．薬事管理研究会

６９～1０（木～金）
私学会
（132名）

病院薬剤部活動の実態関東逓信病院調剤室長

日赤医療センター調剤課長

薬物療法について東京理科大学薬学部教授

病院経営と薬剤費武蔵野赤十字病院事務部長

病院薬剤部活動の実態新宿赤十字産院薬剤部長

東京警察病院薬剤部主任補佐

国立病院医療センター試験室主任

東邦大学病院薬剤部次長

薬剤部に対する提言東京逓信病院副院長

東京厚生年金病院副院長

慶応大学病院業務婦長

虎の門共済病院分院総婦長

前田謙昭

福田享二郎

高木敬二郎

東義晴

水野謹爾

五十嵐順郎

古泉秀夫

近藤芳子

北原哲夫

伊藤保彦

斉藤すみ江

七海カツ子

(1)

館

(2)

(3)

(4)

(5)

11．栄養管理部会

９．２７～２８(火～水）
甲府市・山梨県医師会館
（144名）

(1)病態栄養学(腎臓病と痛風の病態と食事療法）

山梨県立中央病院内科医長
東京大学医学部講師

(2)嗜好調査をどのように反映させるか

順天堂医院栄養課長

(3)治療食における特殊食品について

京都市立病院栄養科主任

(4)アメリカにおける最近の病院給食の紹介

駿河台日大病院栄養科長

(5)栄養指導料について東京衛生病院調理室主任

（社）日本病院会常任理事、野村病院院長

(6)病院給食の現状と将来

院長の立場から清水八束病院副院長

事務長の立場から峡南病院事務長

看護の立場から山梨県立中央病院看護婦長

栄養士の立場から山角病院栄養士

加賀美年秀

佐藤節夫

中野遇

神田紀子

山本麻喜子

野村秋守

清水八洲男

望月美男

原田智香子

中込文江

12．調理研究会

１．２６～2７（木～金）
名古屋第一赤十字病院

（古川講堂）
（100名）

(1)「当院における栄養科の組織と運営」

名古屋第一赤十字病院栄養科長安永幸生
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(2)「病院調理師に望む」

｜詩､虚瀞饒零祷鬘岡山義雄
(3)「新しい厨房器具の紹介と実演」

日本電子機器㈱坪井安

(4)シンポジウム「病院給食について」

辞)虚瀞匡零糯薑岡山義雄
名古屋市立東市民病院院長戸谷徹造

名鉄病院外科病棟看護婦長市川てる子

名古屋市立大学病院給食係長亀谷和

総合大雄会伊藤放射線病院調理師主任榎勝義

(5)「将来に向って病院調理師の姿」

】鵲り,瀬蓉讓陰晨河野稔
(6)「当院における栄養科の実態」

北里大学病院栄養科長城井美子

(7)アンケート集計の発表

駿河台日大病院栄養科長補佐京須寿雄

(8)グループ討議

Ｌアンケートを土台として病院調理師の資質向上に

ついて

２（社）日本病院会に望む

(9)グループ討議の各班発表

川名古屋第一赤十字病院の厨房見学

13．診療録管理研究会

９１４（水） (1)病歴室の業務の範囲について

京都市立病院病歴係長酒井隆子

(2)ファイリングおよびナンバーリングについて

聖路加国際病院診療録管理室長栗田静枝

(3)分類について杏林大学医学部教授高橋政旗

(4)産科領域における問題点について

大阪逓信病院産婦人科部長竹村喬

(5)その他の諸問題について大阪逓信病院副院長田中敏行

金沢市・金沢商工会議所
(84名）
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14．中小病院管理部会

６．１７~１８(金～士）
家の光会
（83名）

(1)新しい時代の管理職のありかた

単１９ｼ矢ﾙ雪ﾝ等ﾙ雲ﾝ雫山本徹生
(2)組織と人間〃〃山本徹生

(3)銀行における店頭応対の訓練の実際について

第一勧銀副参事永田英一

(4)スチュワーデスの体験を通して

日本航空㈱客室訓練所教官巖那々子

館

(1)医事紛争防止対策高山整形外科病院院長高山螢

(2)医療事故賠償責任保険の現況と問題点

大口病院事務長石田貞治

(3)意思の疎通と人間関係(特に患者との人間関係について）

西日本相互銀行研修所所長福田靖

(4)労働条件と給与

総合高津中央病院事務局長加藤賢二

10.28～２９(金～士）
岡山県総合福祉会館
(81名）

15．放射線部会

7.1～２（金～士）
新潟市・

新潟県土地改良会館
（62名）

(1)放射線部会の歩み北里大学病院放射線科技師長荻原厚

(2)〔特別講演〕

①院長の立場からみた技師への期待

新潟県立吉田病院院長中畠健

②医療における放射線ひばく

新潟大学医学部助教授酒井邦夫

(3)全体討議・放射線施設のあり方

座長日本大学医学部教授榊原聡彦

(4)〔特別講演〕

放射線機器の現状と将来

聖路加国際病院放射線科医長野辺地篤郎

(5)全体討議・救急医療のＸ線業務

座長佼成病院放射線科部長西田義夫

(6)〔特別講演〕

救急医療における放射線技師の立場
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杏林大学医学部教授高橋政旗

臨床検査管理部会

９１６～１７(金～士）
秋田市・秋田県教育会館

1６．

(1)病院長より検査科にのぞむ秋田赤十字病院院長竹本吉夫

(2)パネルディスカッション・緊急検査の実態

座長社会保険船橋中央病院技師長後藤直昭

演者市立秋田総合病院主任技師阿部定雄

新潟県立中央病院技師長村松貞夫

むつ総合病院技師長渡部光雄

盛岡赤十字病院技師長字生方貞夫

(3)パネルディスカッション・検査の自動化とその反省

座長東京白十字病院検査科長真鍋真之

演者東海大学病院技師長河喜多竜祥

越谷市立病院技師長近藤弘司

佼成病院主任技師設楽正登

藤沢市民病院技師長宮原正道

秋田赤十字病院技師長根本一蔵

(4)パネルディスカッション・中小病院における検査室の管理に

ついて

座長順天堂大学医学部付属順天堂医院技師長藤沢武吉

①労務管理昭和大学病院技師長平沢政人

②物品管理東京慈恵会大学病院係長福井清一

③薬品管理駿河台日大病院技師長佐藤和身

④成績管理秋田組合総合病院技師長加賀屋富四郎

(64名）

17．ハウスキーピング部会

６．２４～2５（金～士）
京都第一赤十字病院
（40名）

(1)リネンサプライ管理の問題点

順天堂医院リネン係長水野淑子

(2)リネンサプライの外注管理のチェックポイント

日通健保東京病院中溝正男

(3)院内消毒作業の実際虎の門病院整備課長粕谷良

(4)ハウスキーピング業務と他部門との接点における問題点

聖路加国際病院ハウスキーピング課長近藤英二

－２５－



(5)院内の清掃整備業務を自営・外注で行うに当っての問題点

淀川キリスト教病院家政係長山崎静子

慶応大学病院ハウスキーパー小田桐信子

(6)意見および情報の交換

聖路加国際病院ハウスキーピング課長近藤英二
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第６七

、
、
、 ナ

1．病院長セミナー

7.22～2３（金～士）
六甲オリエンタルホテル

(1)病院給食のシステム管理について

京都産業大学教授

地域社会と病院

関西学院大学社会心理学教授

国立循環器病センター開院にあたって

国立循環器病センター総長

ＬｉｆｅScienceの場から見た科学者のあり方

生命科学振興会会長

日本の悩み参議院議員

最近の医療事'盾衆議院議員

日本の医療雑感筑波大学教授

転換期に立つ日本的経営の諸問題

日本経済新聞社論説副主幹

榊田博

(2)

田中国夫

(3)

吉田常雄

(4)

松岡英宗

中山太郎

橋本竜太郎

村松剛

(5)

(6)

(7)

(8)

鈴木謙一

2．管理者セミナー

120～2１（金～士）
東京都・京王プラザホテル
（47名）

(1)国民の期待する保健ケアー

朝日新聞社事業開発室青柳精一

(2)医療におけるシステムエ学的思考

東京大学医学部教授古川俊一

(3)病院のための実践労務管理労働事業団顧問池辺道隆

(4)医療事故と病院の賠償責任

学習院大学法学部教授三藤邦彦

(5)医療費の高騰に国家財政はどう対処するか

衆議院議員・前厚生大臣早川崇

(6)医の原点に立って遠山病院長遠山豪

(7)疫学とプライマリー・ケアー

慶応義塾大学医学部教授倉田正一

(8)（ワークショップ）

「管理者の役割り」

院長・副院長・事務長・総婦長
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座長聖路加国際病院常務理事落合勝一郎

新千里病院院長吉岡観八

事務長セミナー

８．１８～１９(木～金）
東京都・食糧会館

3．

(1)医療の現状と展望

～医療に対する最近の世論を含めて～

ＮＨＫ科学産業番組班チーフディレクター行天良雄

(2)病院看護の現状と展望

聖路加国際病院総婦長内田卿子

(3)病院救急の方向

①厚生省で考えている病院救急の方向

厚生省医務局指導助成課課長補佐松浦哲夫

②日本病院会でまとめた病院救急の方向

畳lz噂雫Mii論i壽曼左奈田幸夫
(4)第20回国際病院学会を通して世界の病院の動向をさぐる

鰈)旱本軍院言常曉理鬘吉岡観八
(5)ＣＴを中心とする新しい医療機器の動向

東芝メディカル株式会社会長岩井喜典

(6)医療の変化と建築明治大学工学部教授浦良一

(7)病院における労働争議

労働省労政局労働法規課課長補佐気賀沢克己

(8)シンポジューム

「最近の病院経営」

①高機能病院経営危機懇談会の填末

聖路加国際病院常務理事落合勝一郎

②赤字なしにきた病院の経営苦心

武蔵野赤十字病院事務部長東義晴

③病院経営の赤字地帯、黒字地帯

厚生省病院管理研究所経営管理部長石原信吾

(１０５名）

4．総婦長セミナー

８．２５～2６（木～金）
東京都。

(1)看護界の動向（社）日本看護協会専務理事福沢政子

(2)医学教育の今日的課題筑波大学教授堀原一電設健保会館・私学会館
(86名）

－２８－



(3)

(4)

(5)

看護教育について 聖路加看護大学教授高橋シュン

(社）日本病院会の活動について看護管理部会委員

技術指導における思考プロセス

大東文化大学教育学科助教授庄司和晃

レクリエーション指導評論家竹越美代子

国際学会ハイライト看護管理部会委員

(6)

(7)

5．栄養セミナー

１０．．１６～1７（日～月）
スズケン伊東温泉

保養所・赤沢荘

(1)これからの監督者人事管理協会講師

（リーダー）佼成病院企画調査室長

昭和大学医学部付属病院技師長

日大板橋病院庶務課長

（２）組織と監督者

仕事の管理、仕事の改善、部下の研修

井
浦
沢
中

酒
三
平
田

暢
夫
人
一

秀
政
栄

(43名）

放射線セミナー

９．１６～１７(金～士）

6．

(1)講演「病院経済と世界医療の動向」

厚生省病院管理研究所部長

(2)三分間スピーチ都立墨東病院技師長

聖マリアンナ東横病院レントゲン室長

(3)全体討議・余暇利用の研究

日本大学医学部教授

関東逓信病院主任技師

河井病院技師長

(4)講演「接遇のあり方」

ＹＭＣＡ・同盟

(5)〔特別講演〕

「道」

佼成病院院長

(6)全体討議・放射線機器選定における技師の立場

佼成病院放射線科部長

同愛記念病院主任技師

浦和市立病院放射線科長

山 荘静岡県・東
(39名）

吾
一
身

信
昭
修

石原

妹尾

川添

榊原

栗田

藤田

彦
雄
三

聡
道
良

中野衛

小野田敏郎

夫
二
任

義
勇

西田

虎渡

野村
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事例研究説明および発表

講演「ＣＴ装置について」

聖路加国際病院放射線科医長

(7)

(8)

野辺地篤郎

コンピュータゼミ

６．２２～2３（水～木）
東京都・東京慈恵会医科
大学・関東逓信病院

7．

（１）講演「病院でコンピュータを使うためには」

（社)旦奎蕊鴦亨罷蓋需羅喜晨曉長河野稔
〔主題１〕東京慈恵会医科大学病院情報処理システムの説明およ

び見学

(2)慈恵大学病院におけるコンピュータ利用

蕊慈恵夛騨杢請雪雲池田博
(3)導入経過

(4)システムの説明

給与・薬品在庫・医療事務・医療研究面

(5)患者登録、医療費計算など端末機運用の見学

(6)質疑応答

〔主題２〕関東逓信病院情報処理システム説明および見学

（綜合的病院情報処理システムを目指す開発を中心に）

(7)関東逓信病院情報処理システム開発の経過

関東逓信病院医療近代化準備室長福田昭

(8)現在稼動中のシステム構成について

鰯j雲騨i{瞳i穿誓鬘高田芳男
(9)８班に分れて院内システム見学

⑩新関逓システム開発計画

関東逓信病院電子応用医学研究室長三宅浩之

０，模疑実験システムの概要と目的についてごＬい□

濯鱒j了i猿』;ii崖自室雛豊川上信義
Ｕ２）２班に分れて、画像処理システム、模擬実験システム見学

ｑ３）質疑応答

(１４特別解説ＥＤＰＳ推進委員長・血液学検査部長新谷和夫

(80名）

(1)講演「コンピュータを病院で使うためには」

（社）日本病院会副会長
北品川総合病院長

７．１３～１４(水～木）
静岡市・静米会
(67名）

館
河野稔
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講演「導入のための予備調査のやり方」

縄怖膳乙ご三毛二;奎晨象警釧壜青木橲和
代表的メーカ各社の端末機の展示見学

講演「導入のためのプロジェクトチームの考え方」青木橲和

事例発表

「外来窓口と入院会計処理」杉石病院事務長近藤良雄

「医薬分業と病院』情報処理」

大雄会第一病院事務長高垣真之

「病院コンピュータシステムの効率的運営」

名鉄病院医事課長小川保彦

「医事業務のコンピュータ処理」

静岡県立こども病院医事第一係長梅屋義実

「病院管理におけるコンピュータ利用」

犬山病院常務理事吉田稔

「医事業務におけるコンピュータ利用」

藤枝市立志太総合病院医事第一係長有馬敏男

「各種サブシステム（在庫・給食・経理)の効率的運用」

同友会病院事務長鬼山照男

講演「病院医療情報処理の現状（日本病院会の実態調査から)」

鴎目壼'灘壼薑学監浦謹祷暑皇三宅浩之
説明と質疑座長（社）日本病院会コンピュータ委員

病院情報処理の考え方（システム導入の苦労話）

代表的メーカ各社システム担当者による説明

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(1)講演「コンピュータを病院で使うためには」

儲弓需裏祷'簾河野稔
(2)講演①「欧米における医療情報処理の現状」

９２１～2２（水～木）
岐阜市・名古屋市・豊明
市・岐阜県婦人会館ほか
(41名）

第２回世界医療情報処理会議と米国病院』情報システ

ム調査団帰国報告一

(3)講演②「病院医療情報処理の現状」

－日本病院会の実態調査から－

（社）日本病院会コンピュータ委員長・
関東蹄信病院電子応用医学研究室長

(4)映画ＭＥＤＩＳ製作「医療情報システム」上映

三宅浩之
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(5)発表「病院業務コンピュータ処理の現状」

導入経過・適用業務・業務システム・帳票システム．

現状の問題点と将来の展望

岐阜県厚生連揖斐病院医事課主任木村保夫

三菱名古屋病院医事課係長吉田信尾

安井病院医事課長藤井晃子

大阪回生病院企画部長日西義之

長良川鵜飼観賞

中部労災病院(労働福祉事業団・５６０床)のシステムの説明と

見学・質疑

名古屋保健衛生大学病院(学校法人・５１０床)のシステムの説

明と見学・質疑

(1)開会講演「病院情報システムの現状と動向」

鴎晨害濤驍二編崖毫蕪臺量三宅浩之
(2)基調講演「病院管理の諸問題」

塁it)１F辮悸篝雫員鬘三宅史郎
(3)映画「医療情報システム」

（(財)医療情報システム開発センター製作）

(4)講演「コンピュータ導入の技術的方法論」

－病医院へのコンピュータ導入早分りを中心に－

籔呉鞭墜j熊j艮蔀墓危蔀鑪蟇岡田行雄
(5)招待講演「地域共同利用型病院情報システムの開発」

鴎壼審鬘遥臺蕊拳苫米地孝之助
(6)質疑

(7)参加者懇談会

(8)総合討論「病院情報処理の実務について」

森下胃腸病院のシステム運用

鮮藻!『i鯖薯舂逼菫百曇籠五百蔵速雄
慈恵会医科大学病院の事務共同処理システムの運用

鶏覧鞭鬘静懲蕾臺簑薑池田博
豊洲厚生病院における,情報処理

薑DMmi1替建会晨鴛寛蓼臺水野精巳
(9)総合討論「病院情報システムについてシステム提供側から

(6)

(7)

(8)

１０．９～１０(金～士）
苑甲府市・紫

(61名）
玉
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の提案」

庫長（社）日本病院会コンピュータ委員長三宅浩之

ミニコンピュータを中心とする計画

襄薑曇二夫二1k種曇鬘外丸昌司
医用端末（マイクロコンピュータ付)を中心とする計画

バロース㈱営業推進部課長後藤恭

汎用コンピュータを中心とする計画

㈱日立製作所公共システム部長西山孝之

ビッグミニコンのネットワークを中心とする計画

住友電気工事㈱開発企画部次長谷口邦彦

⑩総合討論（発表者全員と参加者）

(1)病院'情報処理システムの現状と動向（システム・モジュール

の概念）

鍜晨鴦濤驍旱縞屋毫鑛雲三宅浩之
(2)病院情報処理システム導入の問題点と対策（職員教育の問題

と用語解説）

駐l辮匠含ヨラこう三三壽臺蔀鱸鰻慧篁青木橲和
(3)医療事務システムの具体的計画（医療事務の実例とシステム

設計の手法）

巽繩轤簑.崖星雲画零薑日西義之
(4)小グループ討論・指導（参加者のコンピュータ導入相談）

対応者：（社）日本病院会コンピュータ委員全員

(5)システム導入の技術、とくに導入初期の混乱を排除するには

（自験例を中心に）

豊)漏瞥鰭晨ﾝ農邇甕薑水野精巳
(6)システムの拡大を前提とする導入の実例（システム改善の方

法）大阪府立成人病センター河村逸郎

(7)システム計画のフィロソフィー（目的を定めて計画を進めよ

う）住友病院山田信義

(8)病院見学

（A）住友病院、大阪回生病院、阪南中央病院、大阪府立羽曳野病

院

⑭関西医科大学付属病院、大阪大学医学部付属病院、大阪府立

３．１５～1７（水～金）
大阪市・大阪逓信会館
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成人病センター

(C）西宮市立中央病院、神戸市立中央市民病院、春日外科病院、

舞子台病院

医療粉争防止のためのセミナー

７．１３～１４(水～木）（１）
名古屋第一赤十字病院
(54名）

（２）

（３）

8．

問診義務と説明義務及び医療紛争将来の問題点

兵庫医科大学教授松倉豊治

｜誉士)闇瀞霞辮祷鬘菱山博文医事紛争雑感

医事紛争対策について

産婦人科野口病院長野口圭一

医事紛争処理方法、過失認定の基準

安田火災社顧問弁護士後藤昭樹

後藤・太田法律事務所太田博之

医事紛争防止のためのチェックポイント

高山整形外科病院事務長菅佐原正平

医療事故受付留意点……失敗のないように……

安田火災社新種保険査定部

医療過誤による紛争とその問題点

神奈川県医師会顧問弁護士藤井暹

最近の医療紛争とその解決

日本医師会顧問弁護士饗庭忠男

医事紛争防止のためのチェックポイント

高山整形外科病院事務長菅佐原正平

医療紛争の問題点神奈川県医師会理事堀越登

苦情処理の実際聖路加国際病院庶務課長内藤均

査定から見た医事紛争安田火災㈱

(4)

(5)

(6)

(1)1.24～2５（火～水）
神奈川県保健教育センター
(88名）

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)
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第７各種委員会

1．教育委員会

９１４（水）番町共済会館 (1)本年度方針について

(2)６，７月全国勉強会の反省

(1)前回勉強会報告事項について

○資格認定（ハウス，調理等）の件

○講師の謝礼について

○参加費について（独立採算を考え）

○縦割，横割について

○来年度開催地について

○組織拡大とを考えて

○その他

(1)８，９月全国勉強会の反省

(2)昭和53年度全国勉強会の開催地希望について

(3)他部門との関連勉強会について

(1)昭和53年度全国勉強会について

(2)参加会費、講師謝礼について

(3)派遣委員について

(1)全国勉強会の一部変更について

(2)全国勉強会担当役員について

２８名

9．３０（金）パシフィックホテル ７名

１０１４（金）食糧会館 １９名

１４名２４（土）番町共済会館

４名2．１８（士）番町共済会館

の病院制度委員会
４４（月）番町共済会館

６．６（月）番町共済会館

１５名

１１名

(1)

(1)

病院会としての提供体制のまとめ

(1)供給体制を中心とする地域救急医療の改善方針

まとめ

(1)医師の卒後教育について

〃

〃

〃

〃

〃

〃

名
名
名
名
名
名
名

９
２
４
７
９
９
７

１
１

７．４（月）

９５（月）

1０３（月）

1１７（月）

1２．５（月）

２６（月）

３．６（月）

共
共
共
共
共
共
共

町
町
町
町
町
町
町

番
番
番
番
番
番
番

会
会
会
会
会
会
会

済
済
済
済
済
済
済

館
館
館
館
館
館
館

－３５－



学術委員会

（編集委員会）

４１（金）番町共済会館

3．

学術雑誌「病院学」表紙デザインについて

学術雑誌「病院学」創刊号について

学術雑誌「病院学」ＮＯ２について

学術雑誌「病院学」ＮＯ２編集企画について

１
１
１
，
ａ
ｎ
ａ
３
、
。
３

１
２
３
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１

４名

５名5．９（月）番町共済会館

その他

学術雑誌Ｎｑｌ発刊報告

〃Ｎｑ２編集について

その他

学術雑誌Ｎｑ２編集について

委員長の選定について

その他

５名６１３（月）番町共済会館

５名7１１（月）番町共済会館

（全体委員会）

８２２（月）食糧会館 学術委員会の活動について

学術雑誌「病院学」について

その他

８名

１
１
１

１
２
３

１
１
１

（編集委員会）

９．１２（月）番町共済会館 学術雑誌NO2編集について

〃Ｎｑ３企画について

その他

学術雑誌ＮＯ２制作状況について

〃Ｎｑ３企画について

その他

学術雑誌NO2進行について

"ＮＣＬ３編集について

その他

学術雑誌Ａｂ３編集について

〃ＭＬ４企画について

その他

８名

ｎ
コ
ａ
ｎ
到
引
、
。
引
⑩
。
⑳

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
く
Ｉ
く

1１１４（月）番町共済会館 5名

Ｌ１８(Zk）番町共済会館 ３名

2２８（火）番町共済会館 ６名

の臨床予防医学委員会
８．２５体）綱町三井倶楽部 １５名(1)第19回人間ドック学会長推せんについて

－３６－



（２）第20回人間ドック学会長推せんについて

（３）短期人間ドック実施病院の指定内規および

申告書改正について

、／（４）山口赤十字病院より提出の短期人間ドック

検査項目追加について

９１２（月）番町共済会館（１）胆のう造影剤ビロプチン使用可否について

（／(2)山口赤十字病院より提出の短期人間ﾄﾞｯｸ

検査項目追加について

（３）短期人間ドック実施病院の指定内規および

申告書改正について

９．２１（水）番町共済会館（１）短期人間ドック実施病院の指定内規および

申告書改正について

1２１（木）番町共済会館（１）５３年度短期人間ドック利用料について

（２）５３年度短期人間ドック利用料決定に伴う宣

伝文の項目作成について

（３）短期人間ドック実施病院の指定内規および

申告書改正について

１１２体）番町共済会館（１）短期人間ドック実施病院の指定内規および

申告書改正について

（自動化健診認定委員会５２９２１５３２８５３３．２２開催）

５名

５名

７名

７名

5．通信教育委員会

４９(土）京都新都ホテル 診療録通信教育委員会

(1)試験成績合否判定について

(2)認定証授与式について

(3)夏期集中スクーリング日程

(4)卒業試験合格基準点引上げ

(5)第１回日本診療録管理学会開催に至る経過

メディカルクラーク通信教育委員会

(1)夏季集中スクーリング日程について

(2)講師の委嘱について

(3)その他

5名

９名6．２５（土）鉄道会館ルピーホール

－３７－



診療録通信教育委員会

(1)試験成績合否判定について

(2)認定証授与式について

(3)冬期集中スクーリング日程

(4)第１１回全国診療録管理研究会開催について

(5)その他

メディカルクラーク通信教育委員会

(1)試験成績合否判定について

(2)終了・認定式について

(3)冬期集中スクーリング日程について

(4)その他

事務管理者通信教育委員会

(1)事務管理者通信教育部管理運用規定につい

て

(2)経費計画について

特に受講料について

事務管理者通信教育委員会

(1)教育科目，講師及びテキスト案について

事務管理者通信教育委員会

(1)教材（テキスト）の確定

(2)担任講師の選定

事務管理者通信教育委員会

(1)担任講師について再検討

(2)予算(案）について

事務管理者通信教育委員会

(1)修正経費(案）について

(2)研修科目の確定（24科目）

(3)名称「事務長養成課程通信教育」とする

診療録通信教育委員会

(1)試験成績合否判定について

(2)夏期集中スクーリング日程について

(3)リポート提出期限について

(4)その他

９．１３（火）金沢スカイホテル ７名

1１２０（日）名鉄グランドホテル ８名

６名11.14（月）番町共済会館

１２１４（水）番町共済会館 ７名

1．１８（水）番町共済会館 ７名

２１（水）番町共済会館 ７名

３１（水）番町共済会館 ８名

３１４（火）京都新都ホテル ５名

－３８－



3２９（水）番町共済会館 事務長養成課程通信教育委員会

(1)修正経費(案）について再検討

(2)募集広告について

(3)講師会の開催について

６名

コンピュータ委員会

４１２（火）番町共済会館

6．

病医院へのコンピュータ導入ハンドブック

の進行状況について

第20回コンピュータゼミについて

新委員のすいせんについて

その他

病医院へのコンピュータ導入ハンドブック

の進行状況と製作上の諸条件について

国保レセプトのフォーマットに関する諸問

題について

第20回コンピュータゼミ（静岡市）について

コンピュータゼミの日程変更について

その他

病医院へのコンピュータ導入ハンドブックの

進行状況とＰＲについて

国保レセプトのフォーマットに関する諸問題

について

第２１回コンピュータゼミ（岐阜市）について

新委員の委嘱について

委員自己紹介

病医院へのコンピュータ導入ハンドブック

進行状況について

国際疾病分類のＰＲについて

第20回コンピュータゼミについて

病院のコンピュータ利用実態調査について

メディンフォ77の参加報告

その他

国保レセプト様式調査に関する件

(1) １４名

１
１
１
１

２
３
４
１

１
１
１
Ｉ

６２２０k）東京農林年金会館 ２０名

(2)

(3)

１
１
１

４
５
１

１
１
１

7２７（水）私学会館 １８名

(2)

１
１
１
１

３
４
１
２

１
１
１
Ｉ

9１３（火）番町共済会館

１
１
１
１
１
１

３
４
５
６
７
１

１
１
１
１
１
Ｉ

２０名1０１１（火）番町共済会館

－３９－



病医院へのコンピュータ導入ハンドブック

の進行状況について

病院におけるコンピュータ利用実態調査に

関する件

第２１回コンピュータゼミについて

今後の委員会の運営について

その他

国保レセプト標準化案の作成について

病院におけるコンピュータ利用実態調査実

施について

第２２回コンピュータゼミについて

昭和53年度コンピュータゼミ開催日程につ

(2)

(3)

１
１
１
１
１

４
５
６
１
２

１
１
１
１
１

１３名１１．２（水）番町共済会館

１
１

３
４
１
Ｉ

いて

その他

医事研に参加して

第23回コンピュータゼミ（大阪市）について

来年度の委員会の計画について

来年度のコンピュータゼミについて

病院訪問調査について

次回委員会開催について

アンケート調査について

その他

午後の勉強に対する討論

病院におけるコンピュータ利用実態調査に

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

５
１
２
３
４
５
６
７
８
１
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１４名12.14（水）番町共済会館

１９名1．１７（火）電々公社展示センター

ついて

(3)第23回コンピュータゼミについて

(4)その他

(1)コンピュータ利用状況調査について

(2)５月に晴海で行う公開シンポジウム（第

２４回コンピュータゼミ）について

(3)５３年度のコンピュータゼミの開催計画に

ついて

(4)その他

１５名2．１４（火）番町共済会館

－４０－



編集委員会

４２６（火）番町共済会館

7．

(1)日本病院会雑誌６月号の編集について

(2)〃７月号の企画について

(3)その他

(1)日本病院会雑誌７月号の編集について

(2)〃８月号の企画について

(3)その他

(1)日本病院会雑誌８月号の編集について

(2)〃９月号の企画について

(3)第20回国際病院学会特集企画について

(4)その他

(1)編集委員会の構成について

(2)担当副会長，協力委員について

(3)第20回国際病院学会特集企画について

(4)日本病院会雑誌９月号の編集について

(5)〃１０月号の企画について

(6)その他

第20回国際病院学会特集企画会議

(1)記録の解き方について

(2)写真の使い方について

(3)その他

注）編集委・国際学会組織委合同会議

(1)第20回国際病院学会特集企画について

(2)日本病院会雑誌10月号の編集について

(3)〃１１月号の企画について

(4)その他

(1)日本病院会雑誌11月号の編集について

(2)〃１２月号の企画について

(3)第３回日本病院会学会座談会出席者および

司会者について

(4)その他

(1)日本病院会雑誌12月号の編集について

(2)〃１月号の企画について

７名

5３１（火）番町共済会館 ８名

6２８（火）番町共済会館 8名

7．２６（火）食糧会館 １５名

８１７（水）食糧 会 館 9名

８２３（火）食糧 会 館 １３名

9．２７（火）番町共済会館 ７名

１０名10.25（火）番町共済会館

－４１－



その他

日本病院会雑誌１月号の編集について

″ ２月号の企画１こつ（､て

院内見学その他

日本病院会雑誌２月号の編集について

″ ３月号の企画について

53年度からの雑誌発行部数について

その他

日本病院会雑誌３月号の編集について

″ ４月号の企１画について

その他

日本病院会雑誌４月号の編集について

〃 ５月号の企画について

その他

日本病院会雑誌５月号の編集について

〃 ６月号の企画について

その他

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
１
２
３
１
２
３
４
１
２
３
１
２
３
１
２
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
１
１

１１２２（火）済生会川口総合病院 ７名

１２２７（火）番町共済会館 ６名

１２４（火）番町共済会館 ６名

２２８（火）番町共済会館 １３名

３２８（火）番町共済会館 １０名

8．ホスピタルショウ委員会

８．４（木）松本 (1)７８国際モダンホスピタルショウの概要につ楼 １３名

いて

(1)具体的内容について

(1)テーマについて

(1)テーマについて

(1)テーマとポスターについて

８９（火）東海クラブ

９２７（火）日本経営協会

1１．１（火）日本経営協会

12.13（火）日本経営協会

名
名
名
名

８
０
０
１

１
１
１

9．組織委員会

１０．１（士）番町共済会館 (1)

(2)

(3)

(4)

(1)

組織委員会の運営について

組織強化対策について

アンケートの実施について

その他

組織拡大強化対策の具体的実施方法につい

て

７名

1２３（士）番町共済会館 ８名

－４２－



(2)その他

(1)組織拡大強化の具体的プラン作成について２４(士）番町共済会館 ８名

10. 医療費問題委員会

８２４（水）私学会館 (1)委員会の運営方針について

(2)診療報酬改正問題の現状と分析

(3)診療報酬問題に臨む態度

(4)その他

第二回病院大会提出の決議案審議

(1)室料，給食料，看護料改訂

(2)医学管理料改訂

(3)重傷患者に対する特別看護料の承認

(4)利子補給

(5)リハビリテーションに対する適性な医療費

(6)その他

第二回病院大会提出決議案再審議提案事項

(1)地域医療の推進と社会福祉

(2)医療費の大幅値上

(3)施設安全管理料

(4)病院税制の改制に関する件

診療報酬改正による内容検討

(1)室料差額の件

(2)付添看護料の件

(3)Ｃ，Ｔ値上に関する件

上記３点に関し要望書を提出するが，２月１日

以降の実績試算書を出して再審議する。

9名

９２９（木）番町共済会館 6名

1０１９（火）番町共済会館 １０名

１２５（水）番町共済会館 ７名

11．看護制度委員会

５．７（土）番町共済会館 ６名(1)看護業務担任状況調査に対する総括的討議

と対外的アプローチについて

(2)委員任期終了に伴う補充等について

(3)その他

(1)左奈田会長あいさつ ８名9．１０（土）番町共済会館
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●

(2)河野副会長あいさつ

(3)委員自己紹介

(4)委員長あいさつ

(5)報告事項

①看護業務担任状況調査について

(6)協議事項

①看護大学の設置について

②看護婦の卒後継続専門教育について

③看護学校運営費補助金増額の要望につい

て

１
１
１
１
１

７
１
２
３
１

１
１
１
１
１

その他

看護学校運営費補助金増額の要望について

看護婦の卒後継続専門教育について

看護大学の設置について

看護大学設置ならびに看護婦等養成施設運

営費補助増額に関する要望について(報告）

看護管理者の実態調査の実施案について

その他

８名１０８仕）主婦会館

８名１１１９仕）番町共済会館

１
１

２
３

１
Ｉ

12．地域医療委員会

１．９（月）番町共済会館 ６名委員会運営について

検討課題について

その他

地域医療計画の進め方について

その他

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

３名３６（月）番町共済会館

13．労務委員会

１０．１３体）

１２．１６体）

済会館

済会館

｢労務管理アンケート」内容検討打合せ

｢労務管理アンケート」回収中間報告

辻
〈
辻
〈

名
名

６
６

番町

番町

14．年金・税制・厚生委員会

（税制委員会）

１０１５(士）番町共済会館 (1)病院税制の抜本的改正について 8名

－４４－



①耐用年数短縮について

②医療法人の税率軽減について

③特定の医療法人に関する件

（年金・厚生委員会）

１２６（木）番町共済会館（１）愛知県病院協会年金制度開始について １１名

15．病院会館建設委員会

Ｍ(士)東京ﾄﾗﾂ鑪菫館・土地,建物について
．その後の報告及び資金調達について

5名

16．病院会館建設準備会

７．１５（金）番町共済会館

８５（金）食糧会館

９２（金）番町共済会館

会館建設について

資金調達についての具体的検討

資金調達計画について

･資金調達についての具体的検討

・その他発起人会等の問題について

･資金調達についての具体案の検討

･発起人会設立について

･土地購入について具体的検討

･発起人会発足にともなう今後の諸問題について

名
名
名
名

５
５
６
７

9１７（士）番町共済会館

１０１仕）東京トラック事業
健保会館

６名

10.14（金）番町共済会館 6名

17．医療事故対策委員会

４１２（火）番町共済会館

６１３（月）名古屋第一赤十字病院

９６（火）番町共済会館

1１２２（火）神奈川県医師会館

２２５（士）日本病院共済会

スケジュール決定の為

最終打合せ

スケジュール決定の為

最終打合せ

打合せ

名
名
名
名
名

５
６
７
６
５

７月のセミナー

７月のセミナー

１月のセミナー

１月のセミナー

６月のセミナー

18．医療従事者対策委員会

１２２１０k）番町共済会館意見交換会 ４名

19．定款等諸規定検討委員会

１２３（士）番町共済会館（１）検討計画について ５名

－４５－



①定款をはじめ施行細則・附属規程の外，

就業規則・給与規定・旅費規定・委任規

定を原則として検討対称とする。

②検討委員会の最終結論は今期役員の任期

中として順次作業をすすめる。

③委員会は今後常任理事会開催に併せて，

月１回開催する。

(2)検討事項について

常任理事会等で問題点として指摘されてい

る条項について総論的な問題提起を行なった。

〔定款〕

①第４条事業内容の再検討と会館事項

第５条会員の種類

賛助会員の規定化

第９条戒告又は除名

代議員会の権能として挿入

第10条役員の種類

理事若干名を増員する

第12条役員の任期

３年任期を再検討する

第11条役員の選任

直接選挙とするか，現行

のままか

第20条理事会の種類および開催時期

定期理事会年４回を増や

しては

〔定款施行細則〕

第５条代議員の選出

公私代議員数の均衡取扱い

第８条理事・監事の選出

理事数と常任理事数の検討

第９条常任理事会の運営；

委員長の出席取扱い

－４６－



第10条支部の設置

県支部・ブロック支部の検討

(1)検討項目

①定款第４条(事業)に会館に関する項目を

加える

②定款第５条(会員）に個人会員制度を設ける

③定款第５条(会員)賛助会員を定款上明確化

する

④定款施行細則第３条(会費)に50床又は１００

床未満の会員の軽減措置を明記する

⑤会費の月割計算を明記する

(1)検討項目

前回委員会までの細部事項を詰める

ブロック支部の検討

２１７（金）番町共済会館 ３名

３３（金）番町共済会館 (1) ６名

20．防災対策委員会

２３（金）番町共済会館 (1)

(2)

(3)

(4)

(1)

(2)

(3)

委員会構成について

建設省・防災懇談会経過報告

厚生大臣・消防長官宛陳情書提出について

その他

建設省(案)の検討

病院の防災施設の実態について

その他

６名

２２５（土）番町共済会館 ５名

21．勤務医対策委員会

１．１９（木）番町

２２８（火）番町

３．２８（火）番町

ム
ェ
ム
三
〈
室

１４名

１１名

１０名

辻
〈
辻
〈
辻
〈

館
館
館

済
済
済

本委員会活動方針について

議題案について

(1)タレント・ドクターについて

(2)好ましい勤務医のあり方について

－４７－



／､
鑓Sノ内科臨床協議会(JOintConferenco ）

参加人員

(1)ネフローゼ症候群腹部膨満を呈し，ショッ

ク状態で死亡した骨髄踵の一例

（国立病院医療センター）

(2)’慢性腎不全感染症例（佼成病院）

(1)咳発熱を伴って入院経過中に肺梗塞を発症

した－若年女性の症例（厚生中央病院）

(2)原因不明の発熱血尿とMonocytosisを伴

う一例（関東逓信病院）

(3)消化器症状を主徴とした尿路感染症

（北品川総合病院）

(1)高熱肝腫大を呈しＤＩＣで死亡した－剖検

例６５才男（河北病院）

(2)短期間で著明な肝腫大を呈した大酒家の二

例５２才男（東京厚生年金病院）

(1)微熱，たちくらみを主訴とせる脈無し病と

思われる23才女性の症例

（国立療養所村山病院）

(2)るい痩と起立困難を訴えた53才女性症例

（共済立川病院）

(3)腸水るい痩を主訴とせる66才男子症例

（国立立川病院）

(1)周期性四肢麻癖の臨床（国立埼玉病院）

(2)周期性四肢麻庫の二例（都立豊島病院）

脳卒中様発作を起し，胸部に異常の陰影を認め

た－剖検例

(1)診断困難の貧血症例（青梅市立総合病院）

(2)原発生アルドステロン症を疑われる症例

（福生病院）

(1)消化性潰瘍のためくり返し外科的手術をう

けた興味ある一例７１才女

（国立がんセンター）

２１名４．２８体）国立病院医療センター

３４名6．１５（水）関東逓信病院

２５名6．２１（水）東京厚生年金病院

１７名６．２８（火）国立立川病院

２０名９２２体）都立豊島病院

10.18（火）永寿総合病院 １４名

１０２６（水）青梅市立総合病院 １７名

1．２３（月）聖路加国際病院 ４３名

－４８－



(2)副甲状腺機能冗進症を合併し，クツシング

症候群を呈した副腎癌の一例３３才女

（三楽病院）

(3)血管内凝固症候群を伴った激症髄膜炎菌性

髄膜炎の一例４６才女

（聖路加国際病院）

(1)興味ある経過をとった肝硬変の一例

４６才男（自衛隊中央病院）

(2)アルカリフォスターゼが箸増している若い

一女性例２５才女（関東中央病院）

(3)大腸腫瘍と疑われた－症倒６５才男

（国立大蔵病院）

(1)全身筋肉痛と著明な腹痛に高度の発熱、白

血球増多と、心膜炎症状を伴った21才の女

性

(2)謄下５横指におよぶ巨大肝腫を示した54才

１２６体）関東中央病院 ２９名

３９（木）都立墨東病院 １４名

の女,性

－４９－



第９診療録管理通信教育

＜東京地区＞

聖路加国際病院

聖路加国際病院

駿河台日大病院

番町共済会館

都立駒込病院

東医健保会館

東医健保会館

東医健保会館

国立病院医療センター

東医健保会館

聖路加国際病院

東京トラック健保会館

食糧会館

聖路加国際病院

東医健保会館

番町共済会館

慶応義塾大学病院

東医健保会館

東医健保会館

番町共済会館

番町共済会館

医学用語学その１

医学用語学その２

病歴室見学他

外科学その１

コンピュータと病歴室の見学

コンピュータと病歴室の見学その２

診療録管理室運営その１

診療録管理室運営その２

病歴室見学他

診療録管理室運営その３

医学用語学その１

病歴士に必要な解剖学その１

病歴士に必要な解剖学その２

医学用語学その２

診療録管理室運営その４

病歴士に必要な解剖学その３

病歴室見学他

品質管理その１

品質管理その２

病歴士に必要な解剖学その４

病歴士に必要な解剖学その５

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

７
３
３
０
６
２
５
１
３
０
６
８
４
１
６
７
６
０
８
６
０

２
１
４
１
４
１
１
１
３
１
１
１
１
２

１
５
１

１
２

㈹
㈹
㈹
㈹
㈹
⑰
出
出
山
山
山
⑰
⑰
⑰
⑰
①
山
山
山
山
㈹

２ ３
７
０
１
９
６
３
０
８
５
２
９
２
９
６
０
４
７
１
８
１

３
１

１
２
１

１
２
２
１
１
２
１
１
１
２
２
１

４
５
５
６
７
７
７
９
０
０
０
０
１
１
１
２
１
１
１
１
３

１
１
１
１
１
１
１
１

＜近畿地区＞

４．１６(土）

５１４（士）

６．１８(士）

７．１６（士）

９．１７(士）

１０１５(土）

１１．１２(土）

住友病院

住友病院

住友病院

住友病院

住友病院

住友病院

ビジネスホテル瀬戸内

名
名
名
名
名
名
名

９
４
３
６
４
１
６

２
３
３
３
３
３
１

コンピュータの基礎その２

病歴士に必要な小児科学の知識

耳鼻咽喉科病域における解剖と疾患

整形外科領域における代表的疾患とその発生原因

アイソトープによる検査とその応用その１

臨床検査の常識その２

医学用語学

－５０－



１８名１１１９(土）

１２１７(士）

1２１（土）

３１８（士）

アイソトープによる検査とその応用

病歴士に必要な眼科学の知識

血液について

糖尿病及び内分泌疾患について

住友

住友

住友

住友

院
院
院
院

病
病
病
病

その２

１７名

２９名

２５名

＜名古屋地区＞

４２３(士）

５１４(土）

６１８(土）

７．９(土）

８１３（土）

９１７(土）

１０．１５(土）

１１１２(士）

１２１０(士）

１１４(土）

２４(土）

３４(士）

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

病
病
病
病
病
病
病
病
病
病
病
病

内分泌学・医学用語学その２

内科学・病院管理学

外科麻酔学

消化器系その１．統計学その１

消化器系その２．統計学その２

生理学その１

生理学その２．分類法その１

解剖学その１

解剖学その２

内科学・分類法その２

内科学・分類注その３

内科学・分類法その４

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

６
６
３
８
１
６
０
７
７
０
２
７

１
１
１

１
１

１
１

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

＜仙台地区＞

名
名
名
名
名
名
名
名

７
８
０
９
９
１
３
０

１
１
１
１

４２３(土）東北大学医学部附属病院内科学

６１８(土）東北大学医学部附属病院第１回日本診療録管理学会に参加して

７２３(士）東北大学医学部附属病院外科学

９１４（水）東北大学医学部附属病院衛生統計および病院統計の概論その１

１０２２(士）東北大学医学部附属病院衛生統計および病院統計の概論その２

１１２６(士）東北大学医学部附属病院衛生統計および病院統計の概論その３

１２１５（木）艮陵会館診療録管理セミナー

１．２１(土）東北大学医学部附属病院臨床腫瘍病理学

３．１８（士）東北大学医学部附属病院循環器疾患について １１名

－５１－



◎集中スクーリング

第１０．１１期生
第７期生

第９期生
第８．９期生

52.8月１８１９２０２１２２２３２４

（木）(金）出（日）（月）（火）（水）

103名

７０名

試験

４９名

８／18～８／2４

８／18～８／2４

８／2１

８／18～８／2４

東京（佼成高等看護学校）

大阪（日生病院高等看護学校）

大阪（大阪逓信病院）

福岡（福岡大学医学部）

会場

第８期生
第10期生

第９．１０期生第１１．１２期生

５３２月１６１７１８１９２０２１

沐）（金）出（日）（月）（火）

皿
㈹

１０９名

６２名

試験

３５名

(早稲田速記学校）

(大阪チサンホテル）

(大阪逓信病院）

(福岡大学医学部）

２／16～２／2２

２／16～２／2２

２／1９

２／16～２／2２

会場

京
阪
阪
岡

東
大
大
福

第６回認定証授与式

４月１６日出認定証授与者３９名

震山会館

第７回認定証授与式

１０月29日出認定証授与者３７名

番町共済会館

－５２－

基 礎科 目 試験

、、、、、

門科

、(、、、、

基 礎科 目 試験

、ﾍﾞ、Ｎ
門科

、、、、、



第１０メディカルクラーク通信教育

1．第１回認定証授与式

１２１０(士）修了認定者

場所・番町共済会館

８５名

2．試験

第１期生修了試験（10月23日(日)） 東京会場（家の光会館）

近畿会場（ホテル瀬戸内）

東京会場（家の光会館）

近畿会場（京都府医師会館）

名
名
名
名

８
７
１
４

４
３
３
２

第２期生前期試験（２月１１日出）

集中スクーリング

第１期生後期集中スクーリング（４月１５日～４月20日）

3．

(1日当り）

７７名

６６名

会場近畿地区（京都社会福祉会館）

東京地区（公立学校共済組合）

４／15～４／1７

４／18～４／2０

第２期生前期集中スクーリング（８月１７日～８月２２日）

(１日当り）

３０名

４７名

会場東京地区（公立学校共済組合）

近畿地区（大阪逓信会館）

８／17～８／１９

８／20～８／2２

第２期生後期集中スクーリング（２月１２日～２月１４日）

(１日当り）

３３名

３０名

会場東京地区（家の光会館）

近畿地区(棗鱸悪寿雲館）

２／12～２／1４

２／１２～２／1３

２／1４

－５３－

４／15(金） ４／16出 ４／17(日） ４／18(月） ４／19(火） ４／20(水）

近畿地区 東 京 地区

8／17(水） ８／18(木） ８／19(金） ８／20出 ８／21(日） ８／22(月）

東 京 地区 近畿地区

２／12(日） ２／13(月） ２／14(火）

東 京 地区

近畿地区



4．第２期生特別補講

１）秋田補講（10月１５日出～10月１６日(日)）

会場秋田市中通病院会議室

科目医療用語学，医療事務

２）東京・近畿補講

１５名

３３名

１７名

１０／22,11／19

11／2２

(聖路加国際病院会議室）

(ホテル瀬戸内）

東京地区（

近畿地区（

医療用語学

会場

科目

5．月例スクーリング

名
名
名
名
名
名
名
名
名

３
９
３
９
９
７
５
７
７

１
１

聖路加国際病院会議室

聖路加国際病院会議室

番町共済会館

東医健保会館

番町共済会館

東医健保会館

東医健保会館

トラック健保会館

トラック健保会館

｢医療用語学その’」

｢医療用語学その２」

｢外科学その１」

｢医療事務その’」

｢医療事務その２」

｢外科学その２」

｢病院管理学」

｢医療事務その１」

｢医療事務その２」

４月２３日出

５月７日出

６月１１日出

６月１８日出

７月９日(士）

７月１６日出

12月１０日出

１月２１日出

３月１８日(±）

－５４－

10／2２（士） 11／1９（土） 11／1２（土）

東 京 地区 近畿地区



第11病院監督者研修会

湯河原厚生年金会館 (1)特別講演

「米国の医療事`肩と日本の医療」

聖路加国際病院

常務理事落合勝一郎

(2)組織と監督者

聖路加国際病院

庶務課長内藤均

(3)仕事の管理

佼成病院

企画室長三浦秀夫

(4)仕事の改善

武蔵野赤十字病院

調度課長緒方広市

(5)部下の研修

佼成病院

放射線技師長神田幸助

(6)グループ討議及び発表

昭和大学病院

検査技師長平沢政人

(7)リーダーシップ

日本大学板橋病院

庶務課長田中栄一

(8)講演「監督者の役割」

人事管理協会

講師酒井暢

(1)職場リーダーのポジションと役割

佼成病院

放射線技師長神田幸助

(2)職場運営のポイント

佼成病院

企画室長三浦秀夫

６１９～

２４日

(日～金）

１９名

４３名公立学校共済組合
本部

９１２～

１４日

(月～水）

－５５－



（３）要求される創意工夫

武蔵野赤十字病院

調度課長緒方広市

（４）職場研修のねらい

日大板橋病院

庶務課長田中栄一

（５）ケーススターディと発表

昭和大学病院

検査技師長平沢政人

（６）リーダーシップと相互理解

聖路加国際病院

庶務課長内藤均

大阪ﾘﾊﾞｰサイドホテル

病院第一線リーダー研修会

１５名２．１５～

１７日

(水～金）

昭和５３年２月１５～１７日

９１０１１ １２ １３ 1４ 1５ 1６ 1７

職場ｂﾅ＋イ医０

曰千里笛ﾒﾄﾞ

+ｌﾛロ

－５６－

二Sj毒[L=Ｅ￣
２月
１５日

(水）

１６日

(木）

１７日

(金）



第１２病院管理視察研究会

1．埼玉県・東京都・神奈川県病院管理視察研究会

１１２８～埼玉県和光市国立埼玉病院

（灘東京都渋谷区。本赤十字社医療ｾﾝﾀｰ
神奈川県横浜市松島病院

神奈川県横浜市県立こども医療センター

神奈川県足柄郡県立足柄上病院

神奈川県厚木市県立七沢障害交通リハビリテーション

３０名

唾ILiし海外病院視察研究会
1．アメリカ病院給食施設専門視察研究団

４６～４．１６アメリカ １５名

2．カナダ・アメリカ病院視察研究団

８．５～８．２４カナダ，アメリカ ２２名

3．アメリカ・メキシコ・キューバ病院視察研究団

８．２４～９．８アメリカ，メキシコ，キューバ １８名

4．アメリカ西海岸病院視察研究団

９．２６～１０．５ ３０名アメリカ

5．ヨーロッパ病院視察研究団

１１１５～１１．２６ １５名イギリス，フランス，西ドイツ，スイス

6．ハワイ病院視察研究団

１２．２８～１２ ２１名アメリカ

7．アメリカ中小病院視察研究団

１．３～1．１５ 9名アメリカ

－５７－



第１４会館建設発起人委員会

(順不同）

１１．５仕）家の光ビル

12.16（金）食糧会館

発起人会の基本方針と今後の運営について

資金調達方法について具体的な検討

会館建設用地についての再検討

会館建設の趣意書(案)の検討

会館建設用地について検討

資金調達についての検討＝

候補地(品川)について、その後の経過報告

１
１
１
１
１
１
１

１
１
２
３
１
１
２

１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ

２１名

７名

1．２０（金）京王プラザホテル

2．１８（士）番町共済会館

１７名

１５名

－５８－

氏名 役職 病院名 県名 電話

郎
岳
郎
稔
守
文
雄
郎
螢
彌
生
晃
平
研
秀
茂
朗
光
慶
中
英
肇

一一
一一

銀
景
三

秋
博
義
知

一
了

宏
寿

益
正

正

ロ
藤
岡
野
村
山
山
原
山
野
村
津
山
藤
津
崎
村
内
本
田
戸
野

堀
内
徳
河
野
菱
岡
小
高
平
中
財
亀
伊
島
河
野
堀
織
牧
柏
小

長
長

巨
貝

委

巨員

委百
田

巨
貝

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

委

堀口整形外科病院

総合病院南大阪病院

大分県立病院

北品川総合病院

野村病院

福岡城南病院

岡山病院

小原病院

高山整形外科病院

港北耳鼻咽喉科病院

中村整形外科病院

長浜赤十字病院

中央総合病院

大雄会病院

甲州中央温泉病院

水問病院

第 病院

東京都済生会中央病院

織本病院

牧田総合病院

柏 Ｐ 病院

汐見台病院

県
府
県
都
都
県
県
県
都
県
県
県
県
県
県
府
都
都
都
都
県
県

舳
阪
分
京
京
岡
知
庫
京
則
加
賀
潟
知
梨
阪
京
京
京
京
葉
卿

和
大
大
東
東
福
愛
兵
東
神
和
滋
新
愛
山
大
東
東
東
東
千
神

０７３４－３１－１２７１

０６－６８５－０２２１

0975-32-5141

03-474-0023

0422-47－4848

092-531-7031

０５２－２２１－１８５１

078-521-1222

03-607-3260

045-421－8945

0734-31-0351

07496-3-2111

0258-35-3700

0586-72－１２１１

０５５２６－２－３１２１

０７２４-46-1102

03-607-0007

03-451－8211

0424-01-2121

03-762-4671

0472-27-8366

045-761-3581



、〆、

(〔r１１つ 第20回国際病院学会
組織委員会

４６（水）番町共済会館

1．

２２名(1)

(2)

(3)

(4)

募金について討議

修正予算案について

学会日程について

ゼネラル･インフォメーション・ガイド作

成状況報告

参加申込状況

業務進行計画について

募金状況により感謝状､,記念品を送る件

ドキュメント･ケースのスポンサー名付記

の件

参加者リストに多額寄付者名を加える件

ジャパニーズ・バッヂ配布の件

各協会長、医師会関係者等の来賓招待の件

日本病院会臨時特集号発行の件

日本人スタッフに学生アルバイトを使用する件

招待者について細部討議

募金並びに免税措置の件

ポスト・コングレス・ツァー申込状況の件

ゼネラル・インフォメーション・ガイド確

認の件

ジャパニーズ・バッチ使用について

学会運行と社交行事運行の確認

ＬＨＦとのジョイントミーティング打合事

項確認

参加申込状況報告

都知事主催レセプションの招待者について

広報活動について

参加者への送付物について

募金状況報告

(5)

(6)

(1)

(2)

１７名4１８（月）番町共済会館

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(1)

(2)

(3)

(4)

１７名４２８（木）番町共済会館

(5)

(1)

(2)

２４名５１４(士）プレスセンターホール

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

－５９－



}第20回国際病院学会雛
ホテルニューオータニ5．２２（日）

２７（金）

6．４（士）

7．２０（水）

ホテノレニューオータニ

トラック事業健保会館

プレスセンターホール

２１名

２３名

国際病院学会終了報告

感謝状の作成状況報告

収支決算概要

記念論文集（報告書）

その他

(1)

(1)

(2)

(3)

(4)

2．病院見学打合せ会

４１９（火）ホテルニューオータニ (1)病院見学準備の最終確認

ｏ通訳（特に建築関係）

エスコート・ガイド

○見学コース

○パンフレット

○コーヒーブレイク、懇親会

○バス出発の手順、所要時間等

ｏ外人の方優先

(2)申込み受付について

(3)HospitalVisitsinJapan作成状況

(4)学会参加申込状況

(1)各病院説明のパンフレット作成状況

(2)見学コース、見学グループ編成について

(3)コーヒーブレイクの形式、規模、会場に

(4)通訳(医学、建築)及び言語の種類

(5)討議、概要説明の予定について

(6)時間配分について

１８名５６（金）番町共済会館

コーヒーブレイクの形式、規模、会場について

通訳(医学、建築)及び言語の種類

討議、概要説明の予定について

時間配分について

3．ゲスト・プログラム委員会

５．１４（士）ホテルニューオータニ １０名(1)受付方法

場所：ホテルニューオータニ

時間：５月22日～５月２５日９:００～１７:００

人員：スタッフ２名

ｏ婦人優先とする

－６０－



(2)ツァーコース内容

Ａコース：ニューオータニ／上野国立博物館／

浅草／ニューオータニ

Ｂコース：ニューオータニ／畠山記念館（盤若

苑）／ニューオータニ

○茶の湯、琴・尺八の演奏

Ｃコース：ニューオータニ／明治神宮／ＮＨＫ

／ニューオータニ

○Ｂコースが中心となる

(3)その他

ゲスト用の紙ばさみの配布は中止とする

記念誌編集委員会

６２０（月）番町

７１８（月）番町

８２２（月）番町

９２９（木）番町

ｌＯ２１（金）番町

11.24（木）番町

１２２９（木）番町

１．１３（金）番町

２２３（木）番町

３２０（月）番町

4．

ヘ
ェ
ム
室
〈
室
〈
二
〈
二
〈
こ
く
二
〈
三
〈
二
〈
室

記念誌編集について

記念誌編集について

記念誌編集について

記念誌編集について

記念誌編集について

記念誌編集について

記念誌編集について

記念誌編集について

記念誌編集について

記念誌編集について

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

０
０
９
０
９
０
８
０
０
７

１
１

１
１

１
１

館
館
館
館
館
館
館
館
館
館

共
共
共
共
共
共
共
共
共
共

済
済
済
済
済
済
済
済
済
済

－６１
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)部屋名

①
函

[可同時通訳(英仏西日）

９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２(時）
■８１２■．△■ａ｡．

５月

2２ 日 日

ＩＨＦ常任理事会（山吹）

登録－５/25まで受付（登録場）

ＩＨＦ常任理事昼食会（牡丹） ＩＨＦ常任理事会（山吹）

ＪＯＣ主催

ウェルカムレセプション

カクテルパーティー

(八芳園）

23日 月
全て国立劇場

大劇場

4５

開会式

挨拶と祝辞

3０

ルネサンド

記念講演

NossaI教授

1５４５１
チェアマン

スピーカー

ラポーターー

打合せ会

ＩＨＦ総会

各国代表者

3０

観劇会

1部能と狂言

２部日本の踊りと太鼓

24日 火

1５ 田・大都市における医療の地域化(シドニー）

･医療の３つのレベル(マニラ）

･財政困窮時の大都市医療(ニューヨーク）

園・電子機器の開発体制

･電子機器の経済的利用

･電子機器の安全管理

５４５４両
（
鳳
凰
東
中
）
（
鳳
凰
西
）

1５ 囮・病歴･予約･病床予約のコンピューター化(ボゴタ）

･農村からの人[｣流人と医療(メキシコ）

･大都市におIナる救急医療(東京）

・南米の大部ＴＩj医療(サンパウロ）

国・医療ティームの教育

･医師の教育と教育病院

･看護教育と看遭の役割の拡大

･医療捕助者の教育

旧
（
鳳
凰
東
中
）
（
鳳
凰
西
）

０３０３

25日 水

1５ 田・大都市における医療のモニタリング(トロント）

･精神医療と地域の参加(ロンドン）

･私的特志サービス(香港）

英語のみ

回・電子機器の計画的維持管理

･開発途上国病院での供給とサービス

･地jhhにおける最適利用

国・地域における医療補助者の活用

・ラテン・アメリカの例

･アフリカの例

･東南アジアの例

５４５４

旧
（
桂
）

（
鳳
凰
西
｝
（
鳳
凰
東
中
）

1５ 国・医療提供の組織化

タンザニアのフィルム

ガテマラのフィルム

･地域開発と医療

英語のみ

四・地域医療と疫学序論

･病院医療とプライマリーケアーに

対する疫学の寄与

･長期医療計画と疫学

園・郎市にお'十る病院‘>近代化

５

（
桂
）

（
鳳
凰
西
）
（
鳳
凧
東
中
）

0
0

11
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分科会

囮大都市における医療

②医療における電子機器利用

国医療補助者と医療ティーム

四疫学と医療、特に計画と管理

園部市における病院の近代化

囚病院答理の経済的側面(日本側主催）

回病院管理の教育プログラム
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1５ 田・地域医療の役割と疫学計画

･医療担当者教育と疫学

･医療の全体像と疫学

四・都市計画と医療

パリ・リヨン・ブリュッセルの実例

フランス語のみ

園・都市における病院の近代化
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１．会議の名称

第20回国|禁病院学会

２０tｈＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＨｏｓｐｉｔａｌＣｏｎｇｒｅｓｓ

２．主催機関の名称

社団法人日本病院会

厚生省

文部省

主催

後援

３．学会開催時期・場所

会期昭和52年５月２２日(日)～５月２７日（金）６日間

場所東京（ホテル・ニユーオータニ、国立劇場）

４．学会の母体機関

国｜祭病院連盟

ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＨｏｓｐｉｔａｌＦｅｄｅｒａｔｉｏ、

５．学会の運営機関

社団法人日本病院会・第２0回国際病院学会組織委員会

６．事務局

社団法人日本病院会

東京都千代田区二番町２番地

番町共済会館内

ＴｅＬＯ３－２６５－ＯＯ７７

(〒102）

－６３－



７．講演者及び講演内容

3Ｍ－Ｒｅｎ６ＳａｎｄＭｅｍｏｒｉａｌＬｅｃｔｕｒｅ：

、ＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＲｅｓｅａｒｃｈａｎｄＭｅｄｉｃａｌＰｒｏｇｒｅｓｓ－ＮｅｍｅｓｉｓｏｒＮｉｒｖａｎａ?〃

ｂｙＳｉｒＧｕｓｔａｖＮｏｓｓａｌ，ＤｉｒｅｃｔｏｒｏｆｔｈｅＷａｌｔｅｒａｎｄＥｌｉｚａＨａｌl

lnstituteofMedicalResearch，Melbourne，（Australia）

ＤｉｓｃｕｓｓｉｏｎＧｒｏｕｐｓ

ＧｒｏｕｐｌＨｅａｌｔｈｃａｒｅｉｎｂｉｇｃｉｔｉｅｓ

Ｃｈａｉｒｍａｎ：Ｄｒ．Ｒ､Ｆ・Ｂｒｉｄｇｍａｎ，ｆｏｒｍｅｒ

ＳｏｃｉａｌＡｆｆａｉｒｓ，Ｐａｒｉｓ；

ｆｏｒｍｅｒｈｅａｄｏｆｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ，

Iｎｓｐｅｃｔｏｒ－Ｇｅｎｅｒａｌｏｆ

ＷＨＯ（France）

Ｇｒｏｕｐ２：Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｅｑｕｉｐｍｅｎｔｆｏｒｈｅａｌｔｈｓｅｒｖｉｃｅｓ

Ｃｈａｉｒｍａｎ：Ｋ・Ｋｉｉｋｕｎｉ，ＳｅｎｉｏｒＲｅｓｅａｒｃｈＦｅｌｌｏｗ，

ＩｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆＨｏｓｐｉｔａｌＡｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ，

Tokyo（Japan）

Ｇｒｏｕｐ３：Ｈｅａｌｔｈａｕｘｉｌｉａｒｉｅｓａｎｄｔｈｅｈｅａｌｔｈｔｅａｍ

Ｃｈａｉｒｍａｎ：ＰｒｏｆＥ.Ｍ・Ｂａｃｋｅｔｔ，Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆ

ＣｏｍｍｕｎｉｔｙＨｅａｌｔｈ，Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆ

Ｎｏｔｔｉｎｇｈａｍ（ＵＫ）

Ｇｒｏｕｐ４：Ｅｐｉｄｅｍｉｏｌｏｇｙａｎｄｈｅａｌｔｈｓｅｒｖｉｃｅｓｐｌａｎｎｉｎｇａｎｄｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

Ｃｈａｉｒｍａｎ：ＰｒｏｆＤｒ．』・Ｂｌａｎｐａｉｎ，Ｄｉｒｅｃｔｏｒ，

CentrumvoorZiekenhuiswetenschaｐ

ｄｅｒＫａｔｈｏｌｉｅｋｅＵｎｉｖｅｒｓｉｔｅｉｔ，Ｌｅｕｖｅｎ

（Belgium）

Ｇｒｏｕｐ５：Ｍｏｄｅｒｎｉｓａｔｉｏｎｏｆｈｏｓｐｉｔａｌｓｉｎｕｒｂａｎａｒｅａｓ

Ｃｏ－Ｃｈａｉｒｍｅｎ：

ＰｒｏｆＹ・Ｙｏｓｈｉｔａｋｅ，Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆ

Ｔｓｕｋｕｂａ，Tokyo（Japan）

RJ,SahLSecretary,PublicHealthGroup,

ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＵｎｉｏｎｏｆＡｒｃｈｉｔｅｃｔｓ；Ｄｉｒｅｃｔｏｒ，

ＤｅｕｔｓｃｈｅｓＫｒａｎｋｅｎｈａｕｓｉｎｓｔｉｔｕｔ，Ｄｔｉｓｓｅｌｄｏｒｆ

（GermanFederalRepublic）

ＲＷ、Allen，Architect，SanFrancisco（ＵＳＡ）

－６４－



Ｓｐｅａｋｅｒｓ

ＤｉｓｃｕｓｓｉｏｎＧｒｏｕｐｌ

Ｄｒ・ＡＩ・Ａｄａｍｓ（Australia）

Ｓｙｄｎｅｙ：Ｔｈｅｖａｌｕｅｏｒｏｔｈｅｒｗｉｓｅｏｆｒｅｇｉｏｎａｌｉｓｉｎｇ

ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎｈｅａｌｔｈｓｅｒｖｉｃｅｓ

Ｄｒ．Ｇ・GCarreon（Philippines）

Ｍａｎｉｌａ：Ｔｈｅｂａｒａｎｇａｙ－ｈｅａｌｔｈｃｅｎｔｒｅｌｉｎｋａｇｅｉｎｔｈｅＭｅｔｒｏ

Ｍａｎｉｌａｈｅａｌｔｈａｎｄｓａｎｉｔａｔｉｏｎｓｅｒｖｉｃｅｓ

Ｄｒ．Ｓ､nPomrinse（ＵＳＡＪ

ＮｅｗＹｏｒｋ：Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅｉｎａｂｉｇｃｉｔｙｉｎａｔｉｍｅｏｆ

ｆｉｓｃａｌｃｒｉｓｉｓ

Ｄｒ．』・Arias（Colombia）

Ｂｏｇｏｔａ：Ｈｅａｌｔｈｐｏｌｉｃｙａｎｄｐｌａｎｎｉｎｇｆｏｒａｂｉｇｃｉｔｙ

Ｄｒ・GFajardo（Mexico）

ＭｅｘｉｃｏＣｉｔｙ：Ｈｅａｌｔｈｓｅｒｖｉｃｅｓｆｏｒｍｉｇｒａｎｔｓｔｏｃｉｔｙｆｒｏｍｒｕｒａｌ

ａｒｅａｓ

Ｄｒ．Ｋ・Takahashi（Japan）

Ｔｏｋｙｏ：Ｅｍｅｒｇｅｎｃｙｍｅｄｉｃａｌｓｅｒｖｉｃｅｓ

ＰｒｏｆＯＰｅｄｒｏｓｏ（Brazil）

ＳａｏＰａｕｌｏ：Ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇｇｅｎｅｒａｌｈｏｓｐｉｔａｌｂｅｄｎｅｅｄｓ

ＲＡＨａｙ（Canada）

Ｔｏｒｏｎｔｏ：Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓｆｏｒｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇｈｅａｌｔｈｃａｒｅ

Ｍｒｓ．Ｅ・Morgan（ＵＫ）

Ｌｏｎｄｏｎ：Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙｉｎｖｏｌｖｅｍｅｎｔｉｎｍｅｎｔａｌｈｅａｌｔｈｓｅｒｖｉｃｅｓ

Ｋ－ＣＴｏｎｇ（HongKong）

HongKong：Auxiliarymedicalservices

Mrs・EErrahmani（France）

Ｐａｒｉｓ：ｏｒｇａｎｉｓａｔｉｏｎａｎｄｕｔｉｌｉｓａｔｉｏｎｏｆｈｏｓｐｉｔａｌｓｉｎｔｈｅｒｅｇｉｏｎｏｆ

ＧｒｅａｔｅｒＰａｒｉｓ

ＪＭ・Ｓｉｍｏｎ（France）

Ｐａｒｉｓ：Ｐｌａｎｎｉｎｇａｎｄｏｒｇａｎｉｓａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｐｕｂｌｉｃｈｏｓｐｉｔａｌｓｏｆ

ｔｈｅｃｉｔｙｏｆＰａｒｉｓ

ＰrofJDescy（Belgium）

Ｂｒｕｓｓｅｌｓ：ＯｒｇａｎｉｓａｔｉｏｎｏｆｅｍｅｒｇｅｎｃｙｓｅｒｖｉｃｅｓｉｎｔｈｅＢｒｕｓｓｅｌｓ

ｃｏｎｕｒｂａｔｉｏｎ

Ｍ・Rochaix（France）

Ｌｙｏｎ：Ｐｌａｎｎｉｎｇａｎｄｏｒｇａｎｉｓａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｈｏｓｐｉｔａｌｓｉｎ

ｔｈｅＬｙｏｎｃｏｎｕｒｂａｔｉｏｎ

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８

９．

1０．

１１．

1２．

1３．

１４．
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ＤｉｓｃｕｓｓｉｏｎＧｒｏｕｐ２

１．Ｙ・Ｉｗａｉ（Japan）

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｅｑｕｉｐｍｅｎｔ－ｃｏ－ｐｅｒａｔiｏｎｂｅｔｗｅｅｎ

ｈｏｓｐｉｔａｌｓａｎｄｉｎｄｕｓｔｒｙ

２．Ｊ．Thorp（Sweden）

Ｅｃｏｎｏｍｉｃｃｏｎｓｉｄｅｒａｔｉｏｎｓｉｎａｄｏｐｔｉｎｇｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｅｑｕｉｐｍｅｎｔ

３Ｄr・RKashida（Japan）

Ｓａｆｅｔｙｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇａｎｄｓａｆｅｔｙｅｄｕｃａｔｉｏｎ

４．Ｆ、Ｋａｎｅ（ＵＳＡ）

Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｄｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅｏｆｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｅｑｕｉｐｍｅｎｔ

５．Ｄｒ、SKaihara（Japan）

Ｏｐｔｉｍｕｍｕｔｉｌｉｓａｔｉｏｎｏｆｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｅｑｕｉｐｍｅｎｔｉｎｈｏｓｐｉｔａｌ

ａｎｄｃｏｍｍｕｎｉｔｙ

６．Mrs・ＨＢＲｉｃｈｔｅｒａｎｄＴＥ・BarbosaAssumpcao（Brazil）

Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｅｑｕｉｐｍｅｎｔ－ｓｕｐｐｌｙａｎｄｓｅｒｖｉｃｉｎｇｉｎｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇ

ｃｏｕｎｔｒｉｅｓ

DiscussionGroup3

LDr．ＳJoseph（ＵＳＡ）

Ｍｅｄｉｃａｌｅｄｕｃａｔｉｏｎａｎｄｔｈｅｒｏｌｅｏｆｔｈｅｔｅａｃｈｉｎｇｈｏｓｐｉｔａｌ

２．Ｄｒ・RebeccaBergman（ＩｓｒａｅＤ

Ｎｕｒｓｉｎｇｅｄｕｃａｔｉｏｎａｎｄｔｈｅｅｖｏｌｖｉｎｇｒｏｌｅｏｆｔｈｅｎｕｒｓｅ

３Ｄr・ZChowdhury（Bangladesh）

Ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｎｄｔｒａｉｎｉｎｇｏｆｈｅａｌｔｈａｕｘｉｌｉａｒｉｅｓ

４．Ｄｒ・DWerner（Mexico）

ＬａｔｉｎＡｍｅｒｉｃａ

５．Ｄｒ・DociaKisseih（Ghana）

Ａｆｒｉｃａ

aDr．Ｗ・Djojosugito（Indonesia）

Ｓｏｕｔｈ－ＥａｓｔＡｓｉａ

７．ＦｉｌｍｏｆＴａｎｚａｎｉａ

Ｎａｔｉｏｎａｌｃｈａｎｇｅｏｆｐｏｌｉｃｙ

ＳＤｒ・NitaBarrow（Jamaica）

Ｌｏｃａｌａｎｄｎｏｎ－ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔａｌｃｏｍｍｕｎiｔｙｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅｓ

－６６－



ＤｉｓｃｕｓｓｉｏｎＧｒｏｕｐ４

１．ＰｒｏｆＷＷ、Holland（ＵＫ）

Ｅｐｉｄｅｍｉｏｌｏｇｙｉｎｈｅａｌｔｈｓｅｒｖｉｃｅｓ－ａｒｅｖｉｅｗｏｆｐｒｏｂｌｅｍｓ，

ｍｅｔｈｏｄｓａｎｄｏｒｇａｎｉｓａｔｉｏｎ

２．Ｊ・ＷＯｗｅｎ（ＵＫ）

Ｌｉｎｋｉｎｇａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎｔｏｃｏｍｍｕｎｉｔｙｍｅｄｉｃｉｎｅａｎｄｈｅａｌｔｈ

ｓｅｒｖｉｃｅｓｒｅｓｅａｒｃｈ

３Ｄr・LBreslow（ＵＳＡ）

Ｔｈｅｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏｆｃｏｍｍｕｎｉｔｙｍｅｄｉｃｉｎｅａｎｄｅｐｉｄｅｍｉｏｌｏｇｙｔｏ

ｄｅｆｉｎｉｎｇｐｒｏｂｌｅｍｓａｎｄｏｆｆｅｒｉｎｇｓｏｌｕｔｉｏｎｓ

４．ＰｒｏｆＲＳｈａｒｍａ（India）

Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙｍｅｄｉｃｉｎｅａｎｄｅｐｉｄｅｍｉｏｌｏｇｙｉｎｔｈｅｅｄｕｃａｔｉｏｎｏｆｈｅａｌｔｈ

ｐｅｒｓｏｎｎｅｌ－ｗｈｏｓｈｏｕｌｄｂｅｔｒａｉｎｅｄａｎｄｈｏｗ

５．ＰｒｏｆＤ・OAnderson（Canada）

Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙｍｅｄｉｃｉｎｅａｎｄｅｐｉｄｅｍｉｏｌｏｇｙ－ｔｈｅｉｒｒｏｌｅｉｎｐｌａｎｎｉｎｇ

ａｎｄｐｒｉｏｒiｔｙ－ｓｅｔｔｉｎｇ

６．Ｄｒ・ＡＬＡｄａｍｓ（Australia）

Ｐｒａｃｔｉｃａｌｍｅｔｈｏｄｓｏｆａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｏｆｅｐｉｄｅｍｉｏｌｏｇｙｔｏｔｈｅｄｅｓｉｇｎ

ｏｆｈｅａｌｔｈｓｅｒｖｉｃｅｓｉｎＮｅｗＳｏｕｔｈＷａlｅｓ

ＤｉｓｃｕｓｓｉｏｎＧｒｏｕｐ５

ＰｒｏｆＭＩｔｏｈ（Japan）

Ｄｒ・ＨＧｏｏｄｍａｎ（ＵＫ）

Ｄｒ・EPutsep（Sweden）

Ｄｒ・ＲＷｅｅｋｓ（ＵＫ）

Ｄｒ・PParker（ＵＳＡ）

Ｄｒ・ＪＫａｒｍａｎ（Brazil）

DrJaenisch（E-Germany）

Ｄｒ・ＲＳａｈｌ（W-Germany）

Ｄｒ・RStalder（Switzerland）

Ｄｒ・JKruisheer（ＴｈｅNetherlands）

Ｄｒ・VLundeberg（Sweden）

Rapporteurs

1．

２．

３．

４．

５．

ＧＣｕｓｔ（ＵＫ）

Ｍ・Saito（Japan）

KatherineElliott（ＵＫ）

ＹＯｈｎｏ（Japan）

MariaPerezSheriff（Spain）

●
●
●
●
●

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
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その他の行事

(1)レセプション（カクテル・パーティ）

５月22日（日）１８:００～20：００

入芳園

８．

(2)観劇会

５月23日（月）１８:３０～21：００

国立劇場大劇場

有料2,000円

(3)野外レセプション（ビール・パーティ）

５月24日（火）１９:３０～21：３０

聖路加国際病院・庭

(4)コングレス・ディナー

５月26日（木）１９:００～22:００

ホテル・ニューオータニ本館１階芙蓉

有料6,000円

(5)病院見学

５月26日（火）

見学先

１３:００(13:３０)～17：００

ａ・国立医療センター

ｂ・関東逓信病院

ｃ・都立駒込病院

ｄ・東京都養育院付属病院

ｅ・東京都立松沢病院

ｆ・日本赤十字社医療セン日本赤十字社医療センター

東京都済生会中央病院９．

－６８－



聖路加国|祭病院

北品川総合病院

立正佼成会付属佼成病院

順天堂医院

三井記念病院

ｈ

】

］．

ｋ、

１．

(6)ゲストプログラム

Ａコース

Ｂコース

Ｃコース

５月24日（火）

５月２５日（水）

５月26日（木）

都内半日コース

茶の湯、庭園コース

都内半日コース

９．会議参加者

正会員同伴者 合計同伴者 合計正会員

５
１
１
８
２
３
妬
４
３
８
血
調
４
Ⅲ

４

５
１
１
８
２
３
別
３
３
６
ｍ
似
４
Ⅲ

ガーナ

ギリシャ

ガテマラ

香港

ハンガリー

インド

インドネシア

イラン

アイルランド

イスラエル

イタリア

日本

ケニア

大韓民国

２
６
４
１
Ⅲ
川
Ⅲ
２
３
１
皿
町
妬
〃

６１
４

3７オーストラリア

オーストリア

バーレィン

バングラデシュ

ベルギー

ブラジル

カナダ

コロンビア

デンマーク

エジプト

フィンランド

フランス

西ドイツ

東ドイツ

別
６
２
１
，
脳
冊
２
釦
１
Ⅲ
川
〃
Ⅲ

２

３
９
印

皿
１

１１

２
２
Ⅲ

、
〃
８
６

－６９－



合計正会員同伴者同伴者 合計正会員

南アフリカ共和国２l

スペイン １５

スーダン １

スウェーデン ５８

スイス１１

台湾１７

タンザニア４

タイ２

トルコ ２

ウガンダl

ソ連１

イギリス３１

ＵＳＡ９２

ヴェネズエラ８

ユーゴスラビア４４

国際連盟５

Ⅲ
四
１
ｍ
岨
砠
４
３
２
２
１
Ⅳ
伽
９
６
５

４

クウェト２

リベリアl

リビア２

マレーシア２

メキシコ ４

ザンビア２

オランダ８３

ニュージーランド６

ナイジェリア１５

ノノレウェーＭ

フィリピン ６

ポルトガル ４

プエルトリコ４

カーター２

ルーマニア１

サウジアラビア３

７

２
１
３
３
４
２
２
７
砧
別
６
７
６
２
１
３

１

４

１
１

皿
７
２

“
１
１
６

１

１

６
帥
１
２

３
２

1,527人

384人

1,911人

計正会員

同伴者

合計

－７０－



第１６第３回日本病院会学会

２，０００名

名古屋市公会堂１１．１８～

２０

(金～日）

プログラム

9:００９:３０１０:００１１:0０１２:００１３:００１３:3０１４:0０１４:３０１５:0016:0017:００１７:３０１８:００１９:3０

特別講演

｢衆生病む

故に

我病む」

シンポジウム

「植物状態

患者をめぐる

諸問題」

第１ パネル

ディスカソション

｢救急医療」

パネノレディスカソション

「病院の非常時対策」

（
評
議
員
会
）

居一
食

１８
会場

一般演題

薬剤(10～１４）予防指導(15～19）

病院管理(20～29）図書文献(30～33）

一般演題

病院経営

（ｌ～９）

２
場

第
会

ｌ
‐
‐
Ｉ
‐
Ｉ
‐
Ｉ
ｌ
‐
Ｉ
－

総
会

１
１
「
Ｉ

パネルディスカッション

「私の行ってきた病院

経営（私的病院の生き

る道）

特別講演

「放射線

診療今日

の趨勢」

シンポジウム

｢これからの

看護教育に

ついて」

病院人

の集い

（全員

懇親会）

中日ビ

ル５Ｆ

（中日

パレス）

一般演題

栄養給食

（３４~４５）

第１

移属
1９

会場

日

【
一般演題

看護(58～67）検査(68～７３）

放射線（74～７６）

リハビリテーション(77～８０）

医事紛争(81～８２）建築(８３～８４）
２
場

第
会

一般演題

'情報コンピューター

（４６～５７）

(士）
動食

特別講演

「医療の

将来と

病院」w侭
シンポジウム

「病院人事の

問題点」

閉

会

一般演題

職員訓練(85～88）

地域医療(89～93）

診療圏(94～97）

２
場

第
会(日）

式

(一般演題１０４題）

－７１



第１７，７７国際モダンホスピタルショウ

１７１，６００名

５．２６～３１（木～火）東京・晴海国際貿易センター

テ－マ：のびゆく医療明るい未来

主催：社団法人日本看護協会社団法人日本病院会社団法人日本経営協会

後援：厚生省通商産業省外務省東京都日本貿易振興会

脇賛：全日本ベソトエ業会（社）日本電子機械工業会

（tt）日本冷凍食品協会（llzD日本医療食協会

Ｑｄｊ日本厨房機器工業会⑥日本病院建築協会

日本病院寝具協会日本病院設備協会

日本放射線機器工業会日本薬科機器協会

、こり日本病院薬剤師会日本自動販売機工業会

（1.）リース事業協会017、日本医薬'情報センター

健康保険険合連合会全国社会福祉協議会

Ｇ１ｚｂ医療'情報システム開発センター日本製薬団体連合会

（順不動）

出品社数：１３９社

出品展数：約５，０００点

展示面積：約２，２００平方米

展示部門：事務管理部門医療,情報システム部門施設設備部門検査部門医療機械部門

医療材料部門看護部門給食部門リハビリテーション部門ハウスキーピング

部門インテリア照明部門建築部門医療機器部門放射線部門調剤製材機器

部門その他

專会j;琴》奎謀:⑥日本病院会会長阿久津慎
ｑ【、日本看護協会専務理事小島ユキエ

’７７国際モダンホスピタルショウ実行委員長

河野棯

（敬称略）

－７２－



入場者実績：第１日

第２日

第３日

第４日

第５日

第６日

２７，７００名

２９，６００名

３２，１００名

１８，９００名

２６，４００名

３６，９００名

５月２６日ｄｏ

５月２７日（金）

５月２８日（士）

５月２９日（日）

５月３０日（月）

５月３１日（火）

(外国人

（〃

（〃

（〃

（〃

（〃

９７０名）

７２０名）

１２０名）

３２０名）

４５０名）

１．１００名）

合計 １７１’６００名 （〃 ３，６８０名）

附帯事業：(1)モデル病室展

(2)日本の鍼コーナー

(3)医療｣情報システム展

(4)病院建築パネル展

(5)家庭ホスピタルコーナー

(6)医療関係図書コーナー

(7)献血コーナー

同時開催事業：世界の看護展

－７３－



第１８第１回日本診療録管理学会

560名

５．２０～２１（金～士）東京都砂防会館ホール

学会長日野原重明（聖路加看護大学学長）

１．－般演題：（１８題）

2．特別講演：(1)職業とコミュニケーション

国際キリスト教大学教授斎藤美津子

(2)第９回修正ＩＣＤの主要改訂点について

厚生省統計'情報部管理課疾病傷害死因分類調査室長 上田フサ

3．特別報告：病歴中央管理の現状について（第２報）

杏林大学医学部病院管理学教室 教授 高橋政旗

－７４－



/－－へ

鍬 第18回人間ドック学会

３００名

(1)会長講演「正常値と基準値」

三井記念病院清瀬闇

司会東京都済生会中央病院堀内光

(2)特別講演「アルコール性肝硬変症」

独協大学内科原田尚

司会関東中央病院樫田良精

(3)特別講演「乳がんの診断に関する最近の進歩」

埼玉ガンセンター藤森正雄

司会佼成病院小野田敏郎

(4)シンポジウム「ドッグ受診後の栄養指導について」

－特に肥満、糖尿病、高血圧症患者に対して－

司会東京都済生会中央病院田中剛二

(5)ワークショソフ｡「ドッグ成績の判定基準について」

－特に肝機能検査について－

司会京都第二赤十字病院小関忠尚

8.26～

２７
(金～士）

東京都第一生命ホール

(6)一般演題（41題）

－７５－



第２０病院医療危機突破大会

６８１名

１０．２８（金）第一生命ホール

大会スローガン

病院医療費の適正化を(土かれ

国民の生命を守るために

（,）入院料を中心に２０％以上の医療費改定を直ちに実施せよ

（２）医療技術料に対し適正な診療報酬を設定せよ

(3)襄鑿薑蝋を新設せよ
（４）病院税制を抜本的に改正せよ

大会次第

病院税制を抜本的に改正せよ

次第

開会宣言

議長団選出

吉岡観八（大阪）浜光

会長挨拶

協賛団体紹介

来賓祝辞

祝電披露

報告

議事

（１）地域医療の推進と社会福祉の向上に関する件

（２）診療報酬の大巾引き上げに関する件

（３）施設安全管理料の新設に関する件

（４）病院税制の改正に関する件

各地代表意見

近畿（有澤源三）

大会宣言決議

陳情団編成

閉会挨拶

(1)

(2)

治（和歌山）

(3)

１
１
１
１
１

４
５
６
７
８

１
１
１
１
１

(9)

OO

OD

U2）

－７６－



第２１図書の出版

病院へのコンピュータ導入の早わかり（増刷）

外科手術診断およびその他の治療処置分類表・対訳版

母親学級テキスト（増刷）

糖尿病（改定版）

病医院へのコンピュータ導入ハンドブソク（新刊）

1,000部

1,000部

3,000部

２０００部

８００部

(新刊）

保健叢書

－７７－



昭和５２年度勉強会委員名簿

◎委員長○副委員長△編集委員順不同

1．病院診療部会

◎柴田義

△○山本

堀内

北原哲

伊藤保

嶋田和

浜田博

篠塚輝

東芝林間病院

都立看護専門学校

東京都済生会中央病院

東京逓信病院

東京厚生年金病院

都立大塚病院

関東逓信病院

都立豊島病院

名誉院長

教授

院長

副院長

副院長

院長

健康管理科部長

院長

0427-42-3577

０３－９４１－９３２１

03-451-8211

０３－２６１－８２１１

０３－２６９－８１１１

修
光
夫
彦

0３－９４１－８１３１正

之
治

03-448-6651

03-961-3281

2．事務管理部会

◎上林三郎

△平野栄次

東義晴

黒田幸男

滝沢喜七

士橋明次

落合勝一郎

石原信吾

井上昌彦

沢田光正

事務長

事務長

事務部長

事務長

理事長

事務長

常務理事

経営管理部長

副院長

事務次長

聖路加国際病院

駿河台日大病院

東京武蔵野赤十字病院

東京都済生会中央病院

新潟小千谷総合病院

千葉柏戸病院

聖路加国際病院

病院管理研究所

岡山県川崎医科大郭卜t属病院

佼成病院

Ｏ3－５４１－５１５１

０３－２９３－１７１１

０４２２－３２－３１１１

03-451-8211

025882-3600

0472-27-8366

０３－５４１－５１５１

03-203-5327

0864-62-1111

0３－３８３－１２８１

3．医事研究会

研究会顧問

落合勝一郎 常務理事 聖路加国際病院 O3－５４１－５１５１

山
三
斉
。
○

分院事務長

医事係長

外来患者主任

崎
上
藤

信

夫
晃
明

虎の門分

三井記念病

聖路加国際病

院
院
院

0４４－８７７－５１１１

０３－８６２－９１１１

０３－５４１－５１５１寿

－７８－



安
加
伊
岩
芹
徳
平
佐
松
小

△

雄
二
雄
二
一
士
玄
男
茂
夫

秀
雄
正
英
好
貴
和
明

博

藤
藤
沢
瀬
澤
永
林
竹
尾
田

事
医
医
医
医
医
医
外
医
医

務

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長

社保蒲田総合病院

東京都済生会中央病院

日本通運東京病院

織本病院

佼成病院

杏林大学医学部付属病院

公立昭和病院

駿河台日大病院

東京厚生年金病院

山田総合病院

03-738-8221

03-451-8211

03-946-5151

0424-91-2121

03-383-1281

0422-47-5511

0424-61-0052

03-293-1711

03-269-8111

03-962-5051

課
課
課
課
課
係
係
係
課

事
事
事
事
事
事
来
事
事

4．庶務人事研究会

研究会顧問

石原信 経営管理部長吾 病院管理研究所 03-203-5327

石
沖
松
入
鈴
島
西

○
。
△

山
山

稔
雄
詔
次
子
弘
裕

太

俊
和
摂
雅
捷

労務課係長

庶務課長

総務課係長

庶務課長

庶務人事係長

庶務係長

人事係長

聖路加国際病院

虎の門病院

東京警察病院

東京武蔵野赤十字病院

河北病院

一楽病院

東京衛生病院

０３－５４１－５１５１

０３－５８３６８７１

03-263-1371

0422-32-3211

０３－３３９－２１２１

03-292-3981

03-392-6151

田
山
木
田
浦

5．用度研究会

研究会顧問

落合勝一郎 常務理事 聖路加国際病院 0３－５４１－５１５１

塩
本
石
古

◎
○
△

用度課長

用度課長

用度課長

給食課次長

聖路加国際病

虎の門病

東京警察病

聖路加国際病

雅
正
一

山
田
田
谷

英
力
雄
信

院
院
院
院

03-541-5151

03-583-6871

03-263-1371

03-541-5151

－７９－



施設用度部長

用度課長

庶務係長

病院共栄会常務

織本病

山田総合病

日比谷病

北品川総合病

院
院
院
院

0424-91-2121晃一

仙之助

勝男

義弘

杉
園
梅
樋

本
田
津

03-962-5051

03-502-7231

03-474-４３６３口

6．施設研究会

研究会顧問

落合勝一郎 聖路加国際病院常務理事 0３－５４１－５１５１

自治医科大学

東京警察病院

都立豊島病院

癌研付属病院

北品川総合病院

聖路加国際病院

佼成病院

聖マリアンナ医科大学病院

施設課長

施設課長

主事

技師長

施設課長

施設課長

施設課次長

整備課長

02854-4-2111

03-263-1371

03-961-3281

03-918-0111

03-474-5861

０３－５４１－５１５１

03-383-1281

044-977-8111

持
原
西
岡
島
木
淵
岩

々

倉
石
中
松
中
佐
増
黒

。
○
△

雄
世
録
男
郎
一
清
雄

一一

一
英
照
文
昭
賢

久

7．会計経理研究会

研究会顧問

石原信 経営管理部長吾 病院管理研究所 03-203-5327

酒
清
横
戸
橋
佐
今

。
○
△

泉春雄

水五郎

山達治

張義明

本レツ子

藤武雄

村忍

事
経
会
会
会
経
会

課
係
係
課
課
主

務
理
計
計
計
理
計

長
長
長
長
長
長
任

河北病院

北品川総合病院

聖路加国際病院

一楽病院

虎の門病院

豊洲厚生病院

東京術生病院

03-339-2121

03-474-1351

03-541－5151

03-292-3981

03-583-6871

03-５３２－１１７１

０３－３９２－６１５１

－８０－



8．労務研究会

研究会顧問

落合勝一郎 常務理事 聖路加国際病院 0３－５４１－５１５１

◎岡野

△白石

稲垣

増岡

長谷川

事
事
画
務

長
長
査
長
室

佼成病院

聖路加国際病院

済生会向島病院

東京武蔵野赤十字病院

東京都済生会中央病院

博
郎
武

人 課 03-383-5151

０３－５４１－５１５１

03-614-2259

0422-32-3111

03-451-8211

太

課
調
係

医
企
庶
企情

伸 画

9．看護管理部会

◎宮原仮江

○岩間千代子

△佐藤キク

阿部美津子

石井智恵子

内田卿子

辛島佐代子

木村千枝子

鴫崎佐智子

杉山晴子

長
長
長
長
幹
長
長
長
長
長

婦
婦

婦
主
婦

婦
婦

総
総
婦
総
副
総
婦
総
総
婦

関東逓信病院

九段坂病院

駿河台日大病院

永寿総合病院

東京都衛生局

聖路加国際病院

日本赤十字社医療センター

東京日立病院

東京警察病院

慶応義塾大学病院

03-4486540

03-262-9191

03-293-1711

03-833-8381

03-633F6151

03-541-5151

03-400-1311

03-831-2181

03-263-1371

03-353-1211

10．薬事管理部会

◎古川

○水野謹

△原田益

伊藤誠

広瀬朝

浅見信

関

宮家

薬剤部

薬剤部

薬局

薬剤部

薬局

薬剤部

薬剤部

薬剤部

東京警察病院

新宿赤十字産院

河北病院

東京厚生年金病院

順天堂医院

社会保険蒲田総合病院

東京船員保険病院

東京都済生会中央病院

03-263F1371

03-202-3221

03-359-2121

03-２６，８１１１

０３－８１３－３１１１

０３－７３８-8221

03-443-9191

03-451-8211

長
長
長
長
長
長
長
長

正

爾
夫

次
子
博

厚

－８１－



社会保険中央総合病院

東京白十字病院

東京慈恵医大病院

０３－２００－０２５１

０４２３－９１－６１１１

薬剤部長

薬局長

薬剤部長

島
井
島

り
男
久

ゆ

常
常

藤

O3－４３３－１１１１局

11．栄養管理部会

部会顧問

野村秋 野村病院 0422-47-4848長守 院

東京衛生病院

東京厚生年金病院

関東逓信病院

駿河台曰大病院

東京都立豊島病院

日本専売公社東京病院

順天堂医院

関東中央病院

京都市立病院

芦屋市民病院

大阪厚生年金病院

西陣病院

調理室主任

栄養部長

栄養係長

栄養科長

栄養科長

栄養科主任

栄養課長

栄養士

栄養科主任

給食係長

栄養部長

栄養科長

O3-392-6151

03-269-8111

03-448-6011

03-293-1711

03-961-3281

03-４５１－８１２１

◎山本

○松本

△長谷川

神田

馬場

中川

佐藤

鶴田

中野

久保

大政

下条

子
子
子
子
昂
男
夫
子
超
子
翠
都

一ニロ
さ

麻
重
秀
紀

渉
節
ま

曰
昌

03-813-3111

03-429-1171

075-311-5311

0797-３１－２１５６

06-441-5451

075-461-8800

12．調理管理研究会

◎京須寿雄

○福村安治

高山一郎

倍賞玉之助

石井干鶴子

河台日大病

天堂医

東中央病

京衛生病

品川総合病

院
院
院
院
院

栄養科長補佐

調理主任

主任調理師

調理師主任

調理師主任

駿
順
東
東
北

03-293-1711

03-813-3111

03-429-’’71

03-392-6151

03-474-0023

－８２－



13．診療録管理部会

△◎高橋政棋

○田中敏行

竹村喬

栗田静枝

大町文子

秋山都美

三竹年世子

戸川登美子

宮本順子

内山越梅子

教授

副院長

産婦人科部長

診療記録管理室長

元医事記録室主任

病歴部

病歴室

資料係

病歴士

病歴室
（看護科婦長）

杏林大学医学部

大阪逓信病院

大阪逓信病院

聖路加国際病院

日本バプテスト病院

聖マリアンナ医科大学病院

杏林大学医学部付属病院

関東逓信病院

0422-47-5511

06-771-0545

06-771-0545

03-541-5151

075-701-8016

044-977-6470

0422-47-5511

03-448-6685

都立豊島病院 03-961-3281

中小病院管理部会

◎高山螢

笠木茂伸

△鎌田利雄

秋島勲郎

寺嶋順一

○細田健ﾆ

カロ藤賢二

石田貞治

矢作忠政

織本良子

樋口重太郎

淵沢みさえ

錦織ハナ

石橋秀雄

望月和昭

今井房江

1４．

院長

副院長

理事

副院長

事務長

副院長

事務局長

事務局長

会長

専務理事

事務部長

総婦長

総婦長

院長

院長

総婦長

高山整形外科病院

北品川総合病院

北品川総合病院

野村病院

亀田総合病院

関川総合病院

総合高津中央病院

大口病院

京浜総合病院

織本病院

中野総合病院

牧田総合病院

北品川総合病院

目蒲病院

常盤台外科病院

社会保険蒲田総合病院

03-607-3260

03-474-5861

03-472-4631

0422-47-4848

04709-2－2211

03-803-5151

044-822-6121

045-401-3861

044-777-3251

0424-91-2121

03-382-1231

03-762-4671

03-474-5861

03-759-8885

03-960-7211

03-738-8221

－８３－



15．放射線部会

部会顧問

野辺地

西田

榊原

放射線科医長

放射線科部長

教授

聖路加国際病院

佼成病院

日大板橋病院

郎
夫
彦

篤
義
聡

０３－５４１－５１５１

０３－３８３－１２８１

０３－９７２-８１１１

技師長

レントゲン室長
補佐

技術科長

主任技師

技師長

主任技師

技師長

技師長

技師長

技師長

科長

北里大学病院

聖マリアンナ医大東横病院

同愛記念病院

関東逓信病院

都立墨東病院

聖路加国際病院

北品川総合病院

東京女子医大病院

都立大久保病院

河井病院

浦和市立病院

0427-78-8400

044-722-2121

03-625-6381

03-448-6226

03-633-6151

０３－５４１－５１５１

03-474-1831

０３－３５３－８１１１

０３－２０９－３２０１

０３－９５１－９１１６

荻
川
虎
栗
妹
大
河
大
舩
藤
野

。
○
△

淳
身
一
一
雄
－
信
孝
尚
哉
三
任

修
勇
道
昭
周
通
英
哲
良

原
添
渡
田
尾
内
野
谷
橋
田
村

0488-73-4111

16．臨床検査管理部会

部会顧問

井川幸雄

河野均也

教授

肋教授

東京慈恵会医大付属病院

日大板橋病院

O３－４３３－ｌｌｌｌ

Ｏ３－２９３－１７１１

１項天堂医院

駿河台日大病院

昭和大学医学部付属病院

東京白十字病院

成田赤十字病院

社保船橋中央病院

東海大学病院

東京慈恵会医大付属病院

技師長

技師長

技師長

検査科長

検査科長

技師長

技師長

中央検査部係長

Ｏ3-813-3111

０３－２９３－１７１１

０３－７８４－１１５１

０４２３－９１－６１１１

０４７６－２２-2311

0474-33-2111

0463-93-1121

０３－４３３－１１１１

沢
藤
沢
鍋
岡
藤
多
井

一塁ロ

藤
佐
平
真
吉
後
河
福

。
○
△

政
和
政
真

人

身
人
之
稔
昭
祥

直
龍
情

－８４－



17．ハウスキーピング部会

部会顧問

石原信吾 経営管理部長 病院管理研究所 03-203-5327

ハウスキーピング
課長

整備課長

◎近藤

○粕谷

△小田桐

水野

秋山

古田

二
良
子
子
子
り

英
信
淑
よ

聖路加国際病院

虎の門病院

慶応義塾大学病院

順天堂医院

初声荘病院

東京衛生病院

０３－５４１－５１５１

03-583-6871

03-353-1211

03-813-3111

0468-88-2145

03-392-6151

ハウスキーパー

リネン係長

ハウスキーピング
科長

ハウスキーピング
主任

正

18．病院監督者研修部会

部会顧問

落合勝一郎 聖路加国際病院常務理事 0３－５４１－５１５１

日大板橋病院

佼成病院

東京武蔵野赤十字病院

聖路加国際病院

昭和大学医学部付属病院

佼成病院

０３－９７２－８１１１

03-383-1281

0422-32-3111

０３－５４１－５１５１

03-784-1151

03-383-1281

◎田 庶務課長

企画調査室長

調度課長

庶務課長

技師長

放射線技師

中
浦
方
藤
沢

栄
秀
広

夫
市
均
人

緒
内
平
神

政
幸

肋田

19．図書室部会

◎後藤久夫

○三竹年世子

△足立純子

小田谷律子

安川文子

中央図書室
主事・司書

病歴室

図書室・司書

図書室・主任司書

研究・普及室
図書宅主事・司書

東京都養育院付属病院

杏林大学医学部付属病院

聖路加国際病院

佼成病院

神奈Ill旱立こども医療センター

03-964-1131

0422-47-5511

０３－５４１－５１５１

０３－３８２－１２８１

０４５－７１１－２３５１

－８５－



昭和５２年度各種委員会委員名簿

委員会

宅史郎

野松次

義晴

原信吾

田卿子

合勝一郎

木茂伸

北祐幸

原哲夫

山螢

1．教育
県
県
都
都
都
都
都
都
都
都
都

梨
劇
京
京
京
京
京
京
京
京
京

山
神
東
東
東
東
東
東
東
東
東

国立甲府病院

京浜総合病院

東京武蔵野赤十字病院

病院管理研究所

聖路加国際病院

聖路加国際病院

北品川総合病院

順天堂医院

東京逓信病院

高山整形外科病院

東京警察病院

長
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委
委
委
委
委

0552-53-6131

044-777-3251

0422-32-3111

03-203-5327

０３－５４１－５１５１

０３－５４１－５１５１

03-474-5861

０３－８１３－３１１１

０３－２６１－８２１１

03-607-3260

03-263-1371

大
東
石
内
落
笠
川
北

局
古

川 正

2．病院制度委員会

渡辺茂夫

石井敬

石原信吾

一条勝夫

井上昌彦

尾口平吉

尾村偉久

織畑秀夫

柴田義一

田中恒男

千田通

千葉保之

士屋呂武

橋本寿三郎

室賀不二男

守屋博

国立熱海病院

中央鉄道病院

病院管理研究所

自治医科大学

川崎医科大学病院

全国自治体病院協議会

国立小児病院

東京女子医科大学

東芝林間病院

東京大学医学部

全社連

中央鉄道病院

済生会福岡総合病院

病院管理研究所

都立看護専門学校

順天堂医院

県
都
都
県
県
都
都
都
県
都
都
都
県
都
都
都

岡
京
京
木
山
京
京
京
割
京
京
京
岡
京
京
京

静
東
東
栃
岡
東
東
東
神
東
東
東
福
東
東
東

長
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

O557-81-9171

03-379-1111

03-203-5327

02854-4-2111

0862-25-2111

０３－２６１－８５５６

03-414-8121

03-353-8111

0427-42-3577

０３－８１２－２１１１

03-445-0800

０３－７５１－２３７１

０９２－７７１－８１５１

03-203-5327

03-941-5319

045-323-1458

－８６－



山
吉

本修

田幸雄

委
委

巨
員
巨
員

都立看護専門学校

聖マリアンナ医大病院

東京都

神奈川県

03-941-9321

0466-22-8002

3．学術委員会

一条勝夫

川北祐幸

小野丞二

織本正慶

開原成允

笠木茂伸

小山三郎

島内武文

関武矩

高橋政騏

牧野永城

三宅史郎

三宅浩之

吉岡観八

吉田幸雄

長
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

自治医科大学

順天堂医院

東邦大学医学部付属大森病院

織本病院

東大病院電算企画室

北品川総合病院

大阪赤十字病院

秋田労災病院

聖路加国際病院

杏林大学医学部

聖路加国際病院

国立甲府病院

関東逓信病院

新千里病院

聖マリアンナ医科大学

県
都
都
都
都
都
府
県
都
都
都
県
都
府
県

木
京
京
京
京
京
阪
田
京
京
京
梨
京
阪
劇

栃
東
東
東
東
東
大
秋
東
東
東
山
東
大
神

02854-4-2111

０３－８１３－３１１１

03-762-4151

0424-91-2121

03-815-5411

03-474-5861

０６－７７１－５１３１

０１８６－２５－３１３１

03-541-5151

0422-47-5511

03-541-5151

0552-53-6131

０３－４４８－６１１１

068-71-0121

044-977-8111

4．臨床予防医学委員会

堀内光

樫田良精

水野近

安藤幸夫

飯田晶

宇津典彦

小関忠尚

金沢鉄男

清瀬關

笹森典雄

東京都済生会中央病院

関東中央病院

三井健康保険組合

聖路加国際病院

東芝中央健診センター

久留米大学付属病院

京都第二赤十字病院

青森県立中央病院

三井記念病院

牧田総合病院

東
東
東
東
東
福
京
青
東
東

03-451-8211

０３－４２９－１１７１

０３－２４１－１４０１

０３－５４１－５１５１

03-764-0511

09422-5-3311

075-231－5171

0177-23-3311

03-862-9111

03-762-4671

長
長
長
員
員
員
員
員
員
員

員
類
類

委
副
副
委
委
委
委
委
委
委

都
都
都
都
都
県
府
県
都
都

京
京
京
京
京
岡
都
森
京
京

－８７－



東京警察病院

愛知県総合保険センター

東京都済生会中央病院

ｲ山台市立病院

大阪赤十字病院

聖路加国際病院

藤間病院

大阪ＰＬ健康管理センター

丸山病院

青梅市立総合病院

東
愛
東
宮
大
東
埼
大
兵
東

都
県
都
県
府
都
県
府
県
都

京
知
京
城
阪
京
王
阪
庫
京

委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

03-263-1371

052-962-5371

０３－４５１－８２１１

０２２２２５－７１５１

０６－７７１－５１２１

03-541-5151

0485-22-9608

06-241-0221

078-691-1031

0428-2－３１９１

明
雄
二
男
夫
明
行
研
徹
平

紀

豊
春
剛
三
由
重
弘

庄

自
負
ロ
貝
巨
貝
巨
貝
巨
貝
巨
貝
巨
貝
口
員
百
頁
□
貝

木
橋
中
野
田
原
間
岡
木
植

野

鈴
高
田
丹
寺
日
藤
松
三
吉

通信教育委員会

高橋政騏

田中敏行

犬塚貞光

大町文子

落合勝一郎

笠井良一

栗田静枝

酒井隆子

杉本久

高野昭

竹村喬

三上晃

室賀不二男

一条勝夫

石原信吾

東義晴

中村彰吾

5．

杏林大学医学部

大阪逓信病院

福岡大学病院

日本バプテスト病院元主任

聖路加国際病院

日本バプテスト病院

聖路加国際病院

京都市立病院

病院コンサルタント

宮城県衛生部保健管理課長

大阪逓信病院

三井記念病院

都立看護専門学校

目治医科大学

厚生省病院管理研究所

東京武蔵野赤十字病院

聖路加国際病院

都
府
県
府
都
府
都
府
都
県
府
都
都
県
都
都
都

京
阪
岡
都
京
都
京
都
京
城
阪
京
京
木
京
京
京

東
大
福
京
東
京
東
京
東
宮
大
東
東
栃
東
東
東

委員長

副委員長

0422-47-5511

06-771-0545

092-801-1011

075－７０１－８０１６

０３－５４１－５１５１

０７５－７８１－５１９１

０３－５４１－５１５１

０７５－３１１－５３１１

03-333-7432

0222-63-6111

０６－７７１－０５４５

03-862-9111

03-941-5319

02854-4-2111

03-203-5327

0422-32-3111

委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

0３－５４１－５１５１

－８８－



コンピュータ委員会

三宅浩之

青山松次

青木橲和

池田博

五百蔵速雄

岩塚徹

岡田行雄

菊地二郎

斉藤誠

桜井栄光

里村洋一

水野精己

山本信吾

他協力委員

6．

長
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

関東逓信病院

鳥海病院

神奈川県総合
リハビリテーションセンター

東京慈恵会医科大学病院

森下胃腸病院

愛知県総合保健センター

日本電々公社データ通信本部

大阪回生病院

虎の門病院

東京大学付属病院

千葉大学医学部

豊洲厚生病院

北品川総合病院

東京都

神奈川県

神奈川県

東京都

神奈川県

愛知県

東京都

大阪府

東京都

東京都

千葉県

東京都

東京都

03-448-6537

0468-65-3133

0462-24-２１１１

03-433-1111

0427-42-5055

052-962-5371

03-509-5600

０６－３７１－６２３４

03-583-6871

03-815-5411

0472-22-7171

０３－５３２－１１７１

03-474-5861

7．編集委員会

秋山博

北原哲夫

鎌田利雄

高橋政騏

吉岡観八

他、協力委員、割

済生会川口総合病院

東京逓信病院

北品川総合病院

杏林大学医学部

新千里病院

県
都
都
都
府

玉
京
京
京
阪

埼
東
東
東
大

長
長
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委

O482-53-1551

03-261-8211

03-472-4631

0422-47-5511

068-71－０１２１

部会・研究会編集委員

8．国際委員会

落合勝一郎

国重信彦

斎藤寿明

関武矩

高橋勝三

都
都
都
都
都

一
宗
一
界
一
足
一
泉
一
宗

東
東
東
東
東

03-541-5151聖路加国際病院

佼成病院

聖路加国際病院

聖路加国際病院

東京武蔵野赤十字病院

長
員
員
員
員

委
委
委
委
委

員

０３－３８３－１２８１

０３－５４１－５１５１

03-541-5151

0422-32-3111

－８９－



9．ホスピタルショウ委員会

北品川総合病院

烏海病院

京浜総合病院

聖路加国際病院

筑波大学

関東逓信病院

高山整形外科病院

野村病院

東京都

神奈川県

神奈川県

東京都

茨城県

東京都

東京都

東京都

03-474-0023

0468-65-3133

044-７７７－３２５１

０３－５４１－５１５１

０２９８－５７－４９１１

０３－４４３－６１１１

03-607-3260

0422-47-4848

長
長
員
員
員
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委
委
委
委

稔
次
次
郎
三
次
螢
守
雄
水

松
松
勝
献
博

秋
貞
泰

野
山
野
合
国
崎
山
村
永
武

伊

河
青
大
落
紀
澤
高
野
安
吉

茨城県筑波大学 O298-57-4511

10．広報委員会

野村秋守

吉岡観八

内海栄一郎

熊田正春

黒田幸男

島津寿秀

涼山豪

菱山博文

安田俊吉

野村病院

新千里病院

総合新川橋病院

日吉病院

東京都済生会中央病院

甲州中央温泉病院

遠山病院

福岡城南病院

広野高原病院

東京都

大阪府

神奈川県

神奈川県

東京都

山梨県

三重県

福岡県

兵庫県

0422-47-4848

068-71-0121

044-222-２１１１

０４４－６３１－７３７３

03-451-8211

05526-2-3121

0592-２７－６１７１

０９２－５３１－７０３１

０７８－９９４－１１５５

長
長
員
員
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委
委
委

11．組織委員会

島津寿

高山

相沢正

大道

財津

士屋定

中畠

州中央温泉病院

山整形外科病院

沢病院

道病院

浜赤十字病院

山赤十字病院

潟県立吉田病院

山梨県

東京都

長野県

大阪府

滋賀県

愛媛県

新潟県

0５５６－２－３１２１

０３〒607-3260

0263-33-8600

06-962-0061

07496-2-2111

0899-24-１１１１

０２５６９－２－５１１１

長
長
員
員
員
員
員

員
頚
委
副
委
委
委
委
委

甲

秀
螢
樹
学
晃
敏
健

同
相
大
長
松
新

－９０－



村
塚
働
井

尾野

中
平
兵
福
森
矢

生
雄
夫
順
雄

委
委
委
委
委
委

了
秀
貞

ロ
貝
百
頁
ロ
貝
巨
貝
巨
貝
巨
員

中村整形外科外科病院

平塚胃腸病院

浜の町病院

福井病院

森事務所

天王寺病院

和歌山県

東京都

福岡県

長崎県

東京都

大阪府

0734-31-0351

03-982-1161

092-721-0831

0958-７１－１５１５

03-264-1627鉄

郎 06-779-1401

12．医療費問題委員会

高山螢

吉崎芳雄

一条勝夫

大道学

緒方廣市

河崎茂

黒田幸男

篠崎功

塚田泰秀

野村益朗

樋口重太郎

細田健二

矢作忠政

村上正敏

長
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

高山整形外科病院

厚生連

目治医科大学

大道病院

東京武蔵野赤十字病院

水間病院

東京都済生会中央病院

篠崎病院

東京武蔵野病院

第一病院

中野総合病院

関川総合病院

京浜総合病院

日本病院会事務局

都
都
県
府
都
府
都
県
都
都
都
都
県
都

京
京
木
阪
京
阪
京
劇
京
京
京
京
割
京

東
東
栃
大
東
大
東
神
東
東
東
東
神
東

03-607-3260

03-279-0311
（河3351

02584-4-2111

06-962-0061

0422-32-3111

0724-46－1102

03-451-8211

045-371-0038

03-956-2136

03-607-0007

０３－３８２－１２３１

03-803-5151

044-777-3251

03-265-0077

13．看護制度委員会

小野

山田里

青木康

赤星一

今村栄

大谷昌

大野松

神奈川県

東京都

東京都

福岡県

東京都

神奈川県

神奈川県

大口病院

三井記念高等看護学院

東京都立広尾高等看護学院

聖マリア高等看護学院

国立小児病院

神奈川県立看護教育大学校

京浜総合病院

045-401-3861

03-862-9111

03-444-2375

0942-35-3322

03-414-8121

045-623-0586

044-777-3２５１

肇
津
子
郎

長
長
員
員
員
員
員

員
頚
委
副
委
委
委
委
委

美
次

－９１



大阪府医師会看護専門学校

筑波大学

府中病院

｣上里大学病院

都立府中病院

千葉大学看護学部

委
委
委
委
委
委

大阪府

茨城県

大阪府

神奈川県

東京都

千葉県

納
国
口
沢
野
武

伊
加
紀
岸
松
矢
吉

穰
三
繁
子
子
子

代

献
孝
政
香

ロ
貝
巨
貝
巨
貝
巨
貝
巨
貝
巨
員

Ｏ6-772-8685

0298-57-4911

0725-4111646

0427-78-8111

0423-23-５１１１

０４７２－２２－７１７１

14．地域医療委員会

若月俊一

小口源一郎

大村潤四郎

笠木茂伸

紀伊国献三

行天良雄

鈴木俘

宮地知男

守屋博

諸橋芳夫

米田啓二

佐久総合病院

昭和伊南総合病院

厚生団

北品川総合病院

筑波大学

ＮＨＫ科学産業番組班

琉球大学付属病院

宮地病院

順天堂医院

旭中央病院

全国自治体病院協議会

県
県
都
都
県
都
県
県
都
県
都

野
野
京
京
城
京
縄
庫
京
葉
京

長
長
東
東
茨
東
沖
兵
東
干
東

長
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委
委
委
委
委

026782-3131

02642-2703

03-354-8881

03-474-5861

0298-57-4911

03-465-1111

0988-54-0215

078-451-1221

045－３２３－１４５８

０７９６－２－０３３０

０３－２６１－８５５６

15．労務委員会

黒田幸男

長崎太郎

東義晴

大久保才一

岡野博

織本良子

栗原ヤマ

白石太郎

細田健二

東京都済生会中央病院

救世軍ブース記念病院

武蔵野赤十字病院

天王寺病院

佼成病院

織本病院

虎の門病院

聖路加国際病院

関川総合病院

長
長
員
員
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委
委
委

都
都
都
府
都
都
都
都
都

京
京
京
阪
京
京
京
京
京

東
東
東
大
東
東
東
東
東

03-451-8211

03-381-7236

0422-32-3111

06-779-1401

03-383-1281

0424-91-2121

03-583-6871

0３－５４１－５１５１

０３－８０３－５１５１
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16．年金・税制・厚生委員会

小原知次郎

（年金・厚生）

有澤源蔵

赤座斉

天野健

安保喜久郎

石黒吉藤

石田貞治

伊藤研

上嶋潔

簿田隼男

榎本敏雄

達藤香苗

北村常也

久保真一

坂上義和

士屋章

中野久寿男

中橋彌光

仁科義平

西本順次郎

畠山精治

原安彦

原義人

細田精一

松本俊子

松本治夫

宮原文雄

山□精

（税制）

遠山豪

有沢源蔵

委員長 小原病院 兵庫県 078-521-1222

副委員長 有澤病院

赤座病院

石和温泉病院

山本病院

静岡厚生病院

大□病院

大雄会病院

鳥取赤十字病院

南大阪病院

静岡厚生病院

和歌浦中央病院

鳥取赤十字病院

聖病院

堀□整形外科病院

渕野辺病院

日本バプテスト病院

西陣病院

川崎医科大学付属病院

広島精神科小児科病院

遠山病院

香椎原病院

旭ケ丘病院

済生会滋賀県病院

広島精神科小児科病院

済生会滋賀県病院

山梨温泉病院

大雄会病院

大阪府

岐阜県

山梨県

三重県

静岡県

神奈川県

愛知県

鳥取県

大阪府

静岡県

和歌山県

鳥取県

岐阜県

和歌山県

神奈川県

京都府

京都府

岡山県

広島県

三重県

福岡県

岡山県

滋賀県

広島県

滋賀県

山梨県

愛知県

0720-47-2606

委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

0583-83-0138

05526-3-0111

0594-2２－１２１１

０５４２－７１－７１７７

045-401-3861

O586-72-1211

0857-22-6121

06-685-0221

0542-71-7177

0734-44－1600

0857-22-6121

0582-71-5533

0734-31-1271

0427-54-2222

075-781－5191

075-461-8800

0862-25-2111

0822-71-4271

0592-27-6171

092-68－5020

0826-52-1185

07755-2－1211

0822-71-4271

07755-2-1221

05532-6-3030

０５８６－７２－１２１１

副委員長

委員

県
府

重
阪

三
大

遠
有

山
沢

院
院

0592-27-6171

0720-47-2606

病
病

－９３－



愛知県

岐阜県

兵庫県

大阪府

岡山県

愛知県

東京都

052-221-1851

0582-71-5533

0798-45-6069

０６－５８１－１０７１

０８６４－４４－３３１１

０５２－５４１－０１６６

03-970-2127

山病院

病院

庫医科大学

根病院

島中央病院

藤会計事務所

会計事務所

委
委
委
委
委
顧

□
貝
巨
員

岡
聖
兵
多
水
伊
森

雄
一
一
助
士
寛
雄

之

義
真
雅
要
拓

久

山
保
部
根
原
藤

岡
久
薗
多
藤
伊
森

員
員
員
問
問

顧

17．中小病院管理委員会

岡山義雄

高山螢

遠藤香苗

小原知次郎

柏戸正英

加納繁美

北村行彦

島津寿秀

武内玄信

遠山蒙

中野進

野村秋守

菱山博文

藤掛敏

藤原拓士

山崎善陽

県
都
県
県
県
府
県
県
県
県
府
都
県
県
県
県

知
京
舳
庫
葉
阪
庫
梨
分
重
都
京
岡
阜
山
崎

愛
東
和
兵
千
大
兵
山
大
一
一
一
京
東
福
岐
岡
長

0５２－２２１－１８５１

03-607-3260

0734-44-1600

078-521-1222

0472-27-8366

０６－３５１－５３８１

06-488-1851

05526-2-3121

09742-2-0357

0592-27-6171

岡山病院

高山整形外科病院

和歌浦中央病院

小原病院

柏戸病院

加 納病院

優生病院

甲州中央温泉病院

大分県立療養所三重病院

遠山病院

四条外科病院

野村病院

福岡城南病院

藤掛第一病院

水島中央病院

健保諫早総合病院

長
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

員
蘋
委
副
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

0７５－３６１－５４７１

0422-47-4848

092-531-7031

0582-65-5255

0864-44-3311

09572-2-1380

18．医療事故対策委員会

菱山博文

中後勝

勝守昭雄

菅佐原正平

委員長

副委員長

委員

委員

福岡城南病院

高槻病院

北品川総合病院

高山整形外科病院

県
府
都
都

岡
阪
京
京

福
大
東
東

092-531-7031

06-471-9541

03-474-1831

03-607-3260

－９４－



内藤均委

細田健二委

□
貝
□
貝

聖路加国際病院

関川総合病院

東京都

東京都

0３－５４１－５１５１

０３－８０３－５１５１

19．医療従事者対策委員会

大野松次

川北祐幸

太田正治

小笠原道夫

加納繁美

長
長
員
員
員

員
頚
委
副
委
委
委

浜総合病

天堂医

田総合病

北病

納病

神奈川県

東京都

神奈川県

東京都

大阪府

院
院
院
院
院

044-777-3251

03-813-3111

044-244-0131

03-339-2121

０６－３５１－５３８１

泉
順
太
河
加

20．定款等諸規定検討委員会

銀二郎

景岳

秋守

光

知次郎

晃

史郎

勝一郎

信吾

正敏

委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

堀口整形外科病院

南大阪病院

野村病院

東京都済生会中央病院

小原病院

長浜赤十字病院

国立甲府病院

聖路加国際病院

病院管理研究所

日本病院会事務局

堀
内
野
堀
小
財

員
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員

県
府
都
都
県
県
県
都
都
都

舳
阪
京
京
庫
賀
梨
京
京
京

和
大
東
東
兵
滋
山
東
東
東

0734-31-1271

06-685-0221

0422-47-4848

03-451-8211

078-521-1222

□

藤
村
内
原
津
宅
合
原
上

07496-3-2111

0552-53-6131

０３－５４１－５１５１

03-203-5327

03-265-0077

落
石
村

21．防災対策委員会

北村行彦

大倉正二郎

有澤源蔵

上林三郎

倉持一雄

中谷ミツコ

平野栄次

優生病院

蒲田総合病院

有沢病院

聖路加国際病院

目治医科大学

三井記念病院

日本大学板橋病院

県
都
府
都
県
都
都

庫
京
阪
京
木
京
京

兵
東
大
東
栃
東
東

長
長
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委

06-488-1851

03-738-8221

0720-47-2606

03-541-5151

02854-4-2111

03-862-9111

０３－９７２－８１１１

－９５－



横浜赤十字病院

日本大学板橋病院

神奈川県

東京都

045-622-0101

03-972-8111

□
貝
巨
員

益田啓作

松尾月子

委
委

22．勤務医対策委員会

河野稔

三宅浩之

東義晴

鈴木覚義

一条勝夫

牧野永域

太田正治

柏戸正英

笹森典雄

高橋政棋

細田健二

秋島勲郎

河井博

西田義夫

天野景明

北品川総合病院 03-474-1831

都
都
都
都
県
都
県
県
都
都
都
都
都
都
都

京
京
京
京
木
京
劇
葉
京
京
京
京
京
京
京

束
東
東
東
栃
東
神
千
束
東
東
東
東
東
東

委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

口
員

関東逓信病院
電子応用医学研究室

東京武蔵野赤十字病院

北品川総合病院

自治医科大学

聖路加国際病院

大田総合病院

柏戸病院

牧田総合病院

杏林大学医学部

関川総合病院

野村病院

河井病院

佼成病院

島田総合病院

03-448-6151

0422-32-3111

03-474-1831

02584-4-2111

０３－５４１－５１５１

０４４－２４４－０１３１

0472-27-8366

０３－７６２－４６７１

０４２２－４７－５５１１

03-803-5151

0422-47-4848

0３－９５１－９１１６

O3-383-l281

03-752-2101

23．遠山特別委員会（適正入院料検討特別委員会）

遠山豪委員長遠山病院

落合勝一郎委員聖路加国際病院

野村秋守委員野村病院

一条勝夫委員自治医科大学病院

東義晴委員東京武蔵野赤十字病院

河井博委員河井病院

高山螢委員高山整形外科病院

大道学委員大道病院

黒田幸男委員東京都済生会中央病院

中村智委員東京医科大学病院

三重県0592-27-6171

東京都０３－５４１－５１５１

束京都0424-91-212l

栃木県02854-4-2111

東京都0422-32-3111

東京都O3-951-9116

東京都O3-607-3260

大阪府06-962-0061

束京都O3-451-8211

東京都03-342-6111

－９６－



月山和男

内田卿子

委
委

月山病院

聖路加国際病院

巨
員
巨
貝

和歌山県

東京都

0734-23-2300

03-541-5151

－９７－
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一
地
域
救
急
医
療
の
レ
ベ
ル

日
基
本
的
レ
ベ
ル

ロ
関
連
部
門
と
の
連
携

曰
救
急
病
院
の
機
能
と
組
織

四
情
報
と
搬
送
体
制
と
の
連
携

一
一
病
院
機
能
と
医
療
体
制
に
必
要
な
も
の

日
病
院
の
機
能
別
活
用

ロ
医
療
体
制
に
必
要
な
も
の

一
一
一
救
急
病
院
の
運
営
と
整
備

日
運
営

ロ
整
備

四
救
急
医
療
従
事
者
の
確
保
と
安
全
保
障

日
そ
の
確
保
対
策

口
そ
の
安
全
保
障

五
地
域
救
急
医
療
の
Ｐ
Ｒ
と
啓
蒙
宣
伝

六
医
療
紛
争

七
地
域
（
救
急
）
医
療
協
議
会
ま
た
は
医
療
問
題
懇
談
会

八
救
急
病
院
を
中
心
と
す
る
地
域
救
急
医
療
体
制
の
改
善

東
京
消
防
庁
総
監
殿

昭
和
年
月
日

「
供
給
体
制
を
中
心
と
す
る

地
域
救
急
医
療
の
改
善
方
針
」

Ｊ牡
日
本
病
院
会

魏
度
露
員
殿
左
奈
田
幸
夫

申
入

聿
曰

六
月
四
日
付
の
日
本
医
事
新
報
に
発
表
さ
れ
た
貴
職
の
本
会
に
関
す
る
談
話
は
、

日
本
病
院
会
の
設
立
と
法
人
認
可
に
至
る
経
緯
を
曲
解
し
た
も
の
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
日
本
病
院
会
の
名
誉
と
権
威
を
著
し
く
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
病
院
会
は
二
つ
の
協
会
の
合
同
以
来
、
病
院
の
発
展
の
た
め
血
の
濠
む
よ
う

な
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
菊
地
全
日
病
一
派
の
策
動
の
た
め
、

法
人
認
可
に
至
る
ま
で
筆
舌
に
つ
く
せ
ぬ
難
行
苦
行
を
重
ね
て
き
た
こ
と
は
全
医

療
人
周
知
の
事
実
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
二
千
の
病
院
が
新
し
い
旗
の
下
に
参
集
し
、
病
院
医
療

の
発
展
向
上
の
た
め
数
々
の
事
業
を
行
な
う
一
方
、
五
月
に
は
ア
ジ
ア
で
初
め
て

の
国
際
病
院
学
会
を
主
催
し
、
世
界
の
病
院
人
約
二
千
人
を
集
め
て
極
め
て
盛
会

裡
に
終
了
し
、
日
本
病
院
会
の
底
力
を
内
外
に
示
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
国
際
的
な
催
し
に
対
し
て
、
国
際
儀
礼
か
ら
い
っ
て
も
か
つ
学
会
の
性
格
か

ら
い
っ
て
も
厚
生
省
は
自
ら
参
加
協
力
し
、
そ
の
成
果
を
医
療
行
政
に
反
映
さ
せ

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
し
か
る
に
厚
生
大
臣
は
も
と
よ
り
、
医
務
局
長
も
出
席
せ

ず
、
国
際
学
会
が
終
了
し
た
直
後
の
五
月
二
十
七
日
、
厚
生
省
に
お
い
て
突
如
と

し
て
記
者
会
見
を
行
な
い
、
日
本
病
院
会
を
誹
誇
す
る
か
如
き
談
話
を
発
表
さ
れ

た
こ
と
は
、
い
か
な
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
か
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も
か
か

る
時
期
に
か
か
る
談
話
を
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
理
解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

も
し
日
本
医
事
新
報
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
日
本
病
院
会
は
貴

職
が
医
療
行
政
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
こ
と
を
悲
し
む
と
同
時
に
、
厚
生
省
を
信

頼
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
悲
し
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

も
し
ま
た
同
記
事
が
事
実
に
反
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
旨
ご
回
答
賜
わ
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

右
申
し
入
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
五
日

社
団
法
人
日
本
病
院
会

会
長
阿
久
津

直

厚
生
省
医
務
局
長

石
丸
隆
治

殿
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昭和52年10月１５日 ２．看護締等養成施設運営費補助増額について

看護婦等養成施設運営費補助は、昭和46年から開始されて以来毎年

増額されてはおりますが、文部省の学校教育に比べて格段の差があ')、

専任教員や講師に要する人件費は、施設運営費の80％を上回っており

ます。しかもなお、民間においては十分な支給額となっていないため、

専任教員の確保は想像以上の困難に直面しており、外来講師の依願に

も多大の支障をきたしております。

従って教育に必要な教材等の整備も不十分な状態で、公的施設と民

間施設との教育環境の格差は著しく、看護婦の質の低下と数の不足は

一層深刻になってゆくことは自明であります。なお、高齢者の病床占

床率の墹加や、看護婦.不足による病棟閉鎖が国民医療に憂慮すべき事

態をきたしております。国民の保健衛生に寄与するために、看護婦の

質の向上と数の確保は養成施設の拡充と円滑な運営なしには期待でき

ません。

ここに下記事項をあげご尽力賜りますようお願い申し上げます。

厚生大臣

渡辺美智雄殿

社団法人日本病院会

会長左奈田幸夫

看護大学設置ならびに看護婦等養成施設

運営費補助増額に関する要望

１．国立看護大学の増設について

わが国の看護教育の主流は明治以来、各祁学校に位置ずけられた養

成方式であI)、戦後ようやく大学教育が実施されるようになりました

が、諸外国に比べその数は誠に少なく、開発途上国においてさえ設置

されている看護婦の大学院は１校もない現状であります。

健康の保持増進、疾病の予防・治療、リハビリテーションと一貫し

た看護教育を行うためには、４年の大学教育が必要であり、更に看護

業務の高度化対策や、看護管理者の管理能力の向上は、医学の進歩に

不可欠な条件であります。従って今後ますます高度化する医療に携わ

る看護婦の教育は、大学教育によって行れるべきと考え、ここに、国

立看護大学の増設を要望いたします。

①
①

記

１．国立看護大学の増設

２．看護婦等養成施設運営費補助の大巾増額

３．看護臨床実習経費の大巾増額

以上



巡鵤
囿睡NhJ嘆山週麹こ漣L1As←州ミニ芭愈鍵bji尋藤矧迄削撫
鞠韓Lzfﾐ<<ｌＩｉ)(１Ｍ'ﾐﾆ勿鱈ﾐｭ輻ﾍﾆt-Mb;診熊釧上､d1iidiIｷﾞﾊ抑
…≦三思ﾍﾞ'垂ﾄﾋﾞ自｡Eｲｰﾍﾞｲ

ｰ造のLご雷泣ﾌﾟ(<１５１１#f癖藤蝿ペヤ|叶''匝己=1241§i三雲鶇－曲批
窪|･ＩＮ`is鞭畑鹸〈ｗＪ巡禦|噌迂渚堕一`<ＪﾑﾊT宣く蝿麹

奄皿ＩＱＭＷＲ４１ｆ'鶴-s刷一雲曾＆弓と蝋QA(咋旦:;Abm,Ｃ

'割綱遥亀＆竣幌墓利ｎｗｇ廿鞭'一二二Ｖき､＆

ＭＷＳ煤縄ご紺鱈螺瀞-室WI-魁Ｚｒの趣1hiWJjiiご卿已

-/婆鎧繊E-L蝿､(UV<FfT判#9Ｗ荊耐ミートュハ・

「＆ヤゴ製趨迷織繩川髻Ｎ(魁1A4:S:ｒＭＩＩＺｉ(型…輿~へ痩

槌く今J－Ｕ叫sNIJ蝿鶴閏一二羽塙Ｉ３ＭｉＬ１ｗＭｗ縮こ
やニ

ィＮＪ－ｃ二号雫皇ご封``k-e嶮穐雫艸蝋ご率工撞ｗｆＰ,山

.'&A<冬(。》Q上役wAt(忍牌診懐QM(q鯲馴心上類v嚇T-』>夕霜ｗ
垣、の

」ｌｌｉＪ

Ｉｎ<紀亟惇渋どR3WIQji#!《'11ｺ(li4lfjw岐今ＭＭ(a§ｌ１ｗ

１ＩｌｂＪＩｉＩ騨鱈iEUt三一割即ぅiii5Ⅲ'1,+鴇､毒ごMIRl(蝦呼‘
（漫滿迦瓢齋鈴麹､､職に』U祷蘓･ｗ

Ｖ,MSI窪零重詞導･'9F宕些廼溜1坪イ

椣窯鴨T－ｏ
窪`鮒十'''1トー+釧十〈伍

嚢冨Ｗ団鵠直慢＜〈（
蝿wk)剛iiiii≦1A鍵'<“

螂細穏科噸鈩鐘趨
州i郷uＲ楡”露

－１００－



請
願
事
項

｜
、
｜
定
の
厳
格
な
定
款
及
び
寄
附
行
為
を
具
備
す
る
医
療
法
人
社
団
な
ら
び
に
医
療
法
人
財
団
に
つ
い
て
法

人
税
率
を
一
一
一
一
一
％
に
軽
減
し
て
下
さ
い
。

川
医
療
法
人
社
団
で
あ
っ
て
、
と
く
に
定
款
上
、
そ
の
解
散
時
に
お
け
る
残
余
財
産
の
帰
属
権
利
を
払

込
済
出
資
額
に
限
定
し
、
そ
の
残
余
は
国
・
地
方
公
共
団
体
も
し
く
は
同
種
の
法
人
に
帰
属
さ
せ
る

旨
の
定
め
が
あ
り
、
か
つ
当
該
条
項
を
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
時
に
お
い
て
、
そ
の
権
利
帰
属
者
に

贈
与
税
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
を
含
め
た
、
そ
の
他
の
承
認
条
件
を
整
え
、
所
轄
税
務
署
経
由
の
上
、

国
税
局
長
に
承
認
申
請
を
予
め
提
出
し
て
そ
の
承
認
を
受
け
た
法
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
承
認
さ
れ

た
事
業
年
度
よ
り
事
業
協
同
組
合
と
同
じ
く
、
法
人
税
率
を
二
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

②
医
療
法
人
財
団
で
、
と
く
に
寄
附
行
為
上
、
解
散
時
に
残
余
財
産
の
帰
属
を
国
・
地
方
公
共
団
体
も

し
く
は
同
種
の
法
人
に
帰
属
さ
せ
る
旨
の
定
め
が
あ
り
、
か
つ
当
該
条
項
変
更
の
場
合
に
つ
い
て
前

記
Ⅲ
同
様
の
承
認
を
受
け
た
法
人
に
つ
い
て
も
川
と
同
じ
税
率
と
す
る
。

｜
｜
、
医
療
法
人
社
団
に
お
け
る
相
続
税
・
贈
与
税
の
課
税
価
格
は
払
込
出
資
額
に
よ
る
こ
と
と
し
、
相
続
税
財

産
評
価
基
準
通
達
の
現
行
「
一
九
六
」
に
よ
る
の
を
二
九
五
」
と
同
一
の
取
扱
い
と
す
る
よ
う
改
正
し

て
く
だ
さ
い
。

一
一
一
、
地
方
税
に
お
け
る
事
業
税
の
課
税
標
準
額
の
統
一
と
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
椿
じ
て
く
だ
さ
い
。

川
事
業
税
の
課
税
標
準
額
算
出
に
つ
い
て
現
在
、
都
道
府
県
間
に
お
い
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
統
一
さ
れ

て
い
な
い
。
課
税
の
衡
平
を
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
計
算
基
準
を
統
一
に
す
る
こ
と
。

②
固
定
資
産
税
の
減
免
は
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
す
て
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
地

方
税
の
一
般
基
準
と
し
て
そ
の
軽
減
措
置
と
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
も
あ
わ
せ
て
軽
減
す
る
よ

う
措
置
す
る
こ
と
。

衆
議
院
議
長

保
利

参
議
院
議
長

要
弁

昭
和
五
二
年
一
○
月

日

医
療
法
人
の
税
率
軽
減
に
関
す
る
請
願
書

請
願
者
住
所

氏
名

紹
介
議
員

茂
殿

謙
殿

東
京
都
千
代
田
区
一
一
番
町
２
番
地
（
番
町
共
済
会
館
内
）

社
団
法
人
日
本
病
院
会

会
長
左
奈
田
幸
夫

ｌ
］
。
】



請
願
事
項

一
、
租
税
特
別
措
置
法
第
六
七
条
の
一
一
「
特
定
の
医
療
法
人
」
に
か
か
る
承
認
基
準
を
左
｛

の
と
お
り
緩
和
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅲ
役
員
の
人
的
構
成
を
親
族
等
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
。

衆
議
院
議
長

保
利

参
議
院
議
長

妄
弁

⑥
民
法
第
一
二
四
条
の
医
療
保
健
業
を
主
業
務
と
す
る
財
団
法
人
等
に
あ
っ
て
は
、
法
人
税
施
行
今
第
〒

条
第
一
項
一
一
九
号
な
ら
び
に
同
法
施
行
規
則
第
六
条
に
列
挙
す
る
諸
条
件
に
該
当
す
る
事
項
を
充
一

し
た
場
合
、
収
益
事
業
か
ら
除
外
さ
れ
て
非
課
税
と
さ
れ
て
い
る
Ｐ

特
定
の
医
療
法
人
に
つ
い
て
も
、
前
記
事
項
を
充
足
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
法
人
税
を
非
課
税
坤

置
を
横
ず
る
こ
と
。

⑤
労
災
以
外
の
自
由
診
療
報
酬
単
価
に
つ
い
て
は
地
域
医
師
会
の
協
定
報
酬
額
以
内
の
金
額
を
圭
収
｛

ろ
限
り
、
こ
れ
を
認
め
る
も
の
と
す
る
。

⑧
租
税
特
別
措
置
法
第
四
○
条
と
併
せ
て
、
理
事
長
・
院
長
等
、
病
院
管
理
者
な
ら
び
に
こ
れ
に
準
二

ろ
者
の
居
宅
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
特
別
の
利
益
を
与
え
た
も
の
と
み
な
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

②
産
婦
人
科
・
整
形
外
科
等
の
社
会
保
険
診
療
以
外
の
診
療
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
診
療
単
価
以
一

ま
で
は
労
災
収
入
と
同
じ
く
、
社
会
保
険
診
療
比
率
へ
○
．
ハ
ー
セ
ン
ト
以
内
に
含
め
ろ
。

仰
理
事
長
・
院
長
の
月
額
給
与
額
は
同
族
関
係
者
以
外
の
医
師
給
与
年
額
の
月
額
換
算
の
三
割
を
超
皇

な
い
範
囲
ま
で
認
め
る
も
の
と
す
る
。

昭
和
五
一
一
年
一
○
月
一
一
八
日

特
定
の
医
療
法
人
に
関
す
る
請
願
書

請
願
者
住
所

氏
名

紹
介
議
員

茂
殿

謙
殿

東
京
都
千
代
田
区
一
一
番
町
２
番
地
（
番
町
共
済
会
館
内
）

社
団
法
人
日
本
病
院
会

会
長
左
奈
田
幸
夫

ｌ
］
Ｃ
四
１



請
願
事
項

一
、
病
院
の
建
物
・
建
物
付
属
設
備
を
租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
登
録
ホ
テ
ル
並
に
取

扱
い
、
同
一
の
耐
用
年
数
が
適
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
、
高
額
医
療
機
械
に
つ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
菜
一
二
条
の
一
二
、
第
四
五
条
の
二
、
対
象

の
機
械
に
含
め
五
分
の
一
特
別
償
却
が
で
き
る
よ
う
措
置
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
医
療
の
高
度
化
に
著
効
あ
る
医
療
機
器
に
つ
き
、
そ
の
機
械
名
称
を
指
定
し
「
特
定
設

備
等
の
特
別
償
却
」
（
租
税
特
別
措
置
法
第
一
一
条
、
第
酉
二
条
）
に
規
定
す
る
四
分
の
一

償
却
が
で
き
る
よ
う
措
置
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
耐
用
年
数
表
の
分
類
基
準
を
実
態
に
適
合
す
る
よ
う
改
正
す
る
と
と
も
に
耐
用
年
数
自

体
も
機
能
的
減
価
を
考
慮
し
、
全
面
的
に
短
縮
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
医
師
な
ら
び
に
看
護
婦
宿
舎
の
新
築
で
、
か
つ
病
院
所
在
地
よ
り
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
に
建
設
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
現
行
の
従
業
員
居
住
用
か
ら
除
外
し
、
従
来
通
り

割
増
償
却
の
対
象
に
し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
救
急
医
療
遂
行
の
た
め
新
増
設
し
、
か
つ
、
そ
の
目
的
で
使
用
さ
れ
る
建
物
・
建
物
付

属
設
備
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
本
的
支
出
額
の
一
一
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と

す
る
特
別
償
却
制
度
を
創
設
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
の
理
由

病
院
建
物
・
建
物
付
属
設
備
の
耐
用
年
数
短
縮
等
に
関
す
る
請
願
書

衆
議
院
議
長

保
利

参
議
院
議
長

妄
井

昭
和
五
二
年
一
○
月

日

別
紙
理
由
書
の
と
お
り

紹
介
議
員

請
願
者
住
所

氏
名

茂
殿

謙
殿

東
京
都
千
代
田
区
一
一
番
町
２
番
地
（
番
町
共
済
会
館
内
）

社
団
法
人
曰
本
病
院
会

会
長
左
奈
田
幸
夫

ｌ
］
つ
い
Ｉ



病院建物・建物付属設備の耐用年数短縮等に関する

請願の理由書

序文

現在わが国における医療制度は予防医学を含めて国民の健康と福祉に最も重要な役割を果している。

日本国憲法第25条の２「国はすべての生活部面について社会福祉、社会保障および公衆衛生の向上

および増進に努めなければならない」とする条文を引用するまでもなく、重化学工業、農業を中心と

する産業に対する諸政策と同じく、国民の健康と福祉については重要な政治課題であると考えられる。

とくに医療制度を支える医療施設のうち地域社会に密着し、極めて広範に、且つ重要な役割を果し

ている私的病院に対しては、税制上の配慮は全くなきにひとしい。日進月歩の医学の進歩に対応し、

医療施設の近代的な質的高度化と入院患者の生活環境の向上は国家の一貫した政治課題として、税制

面においても、一般企業以上の取扱いをされんことを要望し、これを請願する次第である。

1．所得税、法人税における改正要望事項

①病院は不特定多数の外来患者と、１日24時間使用の入院患者の収容による使用によって、その

物理的減耗度が激しいばかりでなく、医学の急速な進歩に対応し可且つ入院患者の生活環境の改

善向上を図る諸設備の更新および新増設と医療機器における急速な機能的向上に起因する機能的

減耗に対する更新と新増設は年々著増しているのである。

したがって現行の法定耐用年数では、建物、建物附属設備および医療機器全体について、現実

に不適合の状況にあり「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」（大蔵省令）「租税特別措置

法関係法令、同関係通達」を中心とする改正によって根本的に是正されることを要望する次第で

ある。

イ、建物、建物附属設備は、現行の租税特別措置法における「登録ホテル」の減価償却資産耐用

年数と同一とされたい。

園１．病院(現行）登録ホテル

建物：鉄骨鉄筋コンクリート造５０年３０年

鉄筋コンクリート造のもの

建物附属設備：１電気設備(蓄電池電源設備を除く）１５年１０年

給排水設備

衛生設備、ガス設備

暖冷房設備、通風設備

ボイラー設備

－１０４－



２暖冷房設備(冷凍機出力22ＫＷ以下）１３年８年

３昇降機設備エレベーター１７年１０年

エスカレーター１５年１０年

その他構築物､機械装置､器具､備品(重要な一部)は通常の法定耐用年数の％を下らな
い範囲に短縮されている。

闘２．

登録ホテルに対する耐用年数短縮の租税特別措置法による法令は我国の外貨事`情不足時に

おける外人客招致を主目的とする政策に対応すべ〈議員立法により立法化されたものであ

り、今日、外貨保有高常時１１０億ドル前後の情勢にあってもなお依然として継続されてい

る。

これに対し病院は昭和49年４月より適用「細目」の帰属変更によって若干短縮されたが

（例、鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造60年が50年)反面新築耐火建築物の５

年間普通償却額と同額の割増償却額を認めていた措法48条（法人税）、措法15条(所得税）

の租税特別措置は廃止されてしまった。

しかし同法では、なお倉庫業者の近代化倉庫、穀物用サイロ（容積200㎡以上)、トラッ

クターミナルの荷役場の割増償却は依然として存続しているのである。

病院は木造、金属造りより鉄筋コンクリート造等へ、又建物附属設備も冷暖房設備の新

設等の改善が急増し、国民の健康と衛生並びに福祉に著しく貢献しつつあるとき福祉より

経済優先の税制志向には納得できないのである。

ロ、現在医療機器は税法上器具、備品の範陦に属するため１台当り５０万円以上のものも「中小企

業者等の機械の割増償却」措法45条の２（法人税)、措注12条の３（所得税)による現行の取得価

額l/5の特別償却は認められていない。
この「機械及び装置」のうち、とくに「医療機器」を含めて特別償却を可能にされたい。

ハ、とくに医療内容の高度化に著効ある医療機器については、その機器名称を指定し、「特定設

備等の特別償却」措法43条(法人税)､措注n条(所得税)による現行の取得価額l/2,の特別償却
を可能にされたい。

閾1．電子計算機内臓スキャナー取得価額約２億円

カセッテレスＸ線テレビ装置取得価額約２４８万円

Ｘ線テレビ装置取得価額約１４８百万円～２４５百万円

血液自動分析装置取得価額約３４５万円

多用途監視記録装置取得価額約１４万円

脳血管拡大連続撮影装置取得価額約２４３百万円

多人数透析液供給装置取得価額約２４万円

等高額であるが医療能率を飛躍的に高めている。

－１０５－



二、医療機器の耐用年数はかなり旧式の手工業的医療業時代の「細目」になっており、’0項目に

分類されているにすぎない。

現代医療設備の進歩は著しく、この分類基準に適合しないため「その他のもの」の主として

菫競脇晋澤等による耐用年数を適用している実情である。
したがって

（１）ＩＣ回路等高度の電子部品を使用する機器

（２）電子管は使用しないが高度の電機系統の部品を使用する機器

（３）放射線同位元素照射の諸装置(防護壁を含む）

（４）監視記録装置等の高度の看護機器装置

（５）Ｘ線テレビ装置〔副レントゲンは６年であり、テレビジョンは５年である〕

（６）人工透析諸装置

（７）その他の諸装置

について分類基準を実績にあったものとするとともに、その耐用年数についても機能的減価を

含めて再検討した上で全面的に短縮されたい。

ホ、医師社宅、看護婦寄宿舎の新築割増償却の適用を除外されたか診療の緊急'性を考慮して病院

敷地内に建設されるか、若しくは、１Ｋｍ以内の地域に建設されるのが常態となっている。

したがって医師並びに看護婦宿舎の新築で且つ病院所在地より１Ｋｍ以内に建設されるもの

については従前通り割増償却の対象として現行の従業員居住用より除外して適用されたい。

副l他の製造業卸小売業等の従業員宿舎は、その事業場より離れた郊外の土地等に建設さ

れる例が大半であるが、病院によっては、大事故等、災害発生と病状急変に備えて、当

直医以外に、その主治医および看護婦を病院周辺に居住せしめることが、その職責遂行

上常態となっている。

したがって新築貸家住宅そのものの政策目的と直接的には一致しないが、国民福祉の

重要‘性から鑑みて割増償却の対象とし、その建設を促進すべきものと思料される。

へ、救急診療体制を充実する促進政策として、救急用診療に主としてあてる目的をもって新増設

し且つその使用に供されている建物建物附属設備については当該資本的支出額のl/hに相当
する金額を限度とする特別償却制度を創設すること。
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昭和５３年２月６日

厚生大臣

ノ｣、沢辰男殿

基更日本病院会
会長 左奈田幸夫

望要 書

減速経済の困難なる状況のもとにおいて、このたびの診療報酬改訂が行われ、

特に病院部門に関し、種々ご配慮を賜わったことを厚く御礼申し上げます。

ただし次の事項については、病院として非常に誤解非難され、その対応に苦慮

しているところでありますので、その間の実'肩ご賢察の上よろしく善処方を要

望いたします。

記

室料は１，０００円となりましたが、適正な室料とは如何程のものでしょうか。

３人以上収容の病室で差額をとった場合は、保険医療機関の指定取消しを

すると報道されております。

３人以上収容する病室を称して大部屋としておられますが、わが国の実態

からみて３人以上の部屋においても状況に応じて基準外料金を徴収しなけ

れば、到底経営が成り立たず、同時に病室の管理運営にも支障をきたしま

す。

付添看護の廃止問題については看護要員の不足と低医療費がその根源をな

すもので、これらの問題の解決が先決と考えます。

１

2．

3．
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